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別紙様式１－１

石川県立小松高等学校 指定第３期目 28 ～ 32

❶平成３０年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告（要約）

①　研究開発課題

　正答のない問題を主体的・協働的に解決することができる探究力を持った人材の育成
②　研究開発の概要

（１）課題研究を中心に据えた全校での３年間の学習体系の研究開発

ア　第１学年に探究型の学校設定科目「総合科学」「課題探究Ⅰ」（理数科）および「探究基礎」
（普通科）、また、英語による発表・討論のための学校設定科目「プレゼンテーション＆ディ
スカッション」（普通科、理数科）を設置する。

イ　第２学年に課題研究を実施する学校設定科目「課題探究Ⅱ」（理数科）、「課題探究」（普通
科文系・理系）、「人文科学課題研究Ⅰ」（普通科人文科学コース）を設置する。

ウ　課題研究における大学・企業との連携の拡大及びシステム化を推進する。
（２）第３学年における科目融合・領域融合型の探究学習の研究開発

ア　第３学年に科目融合・領域融合型の探究学習を実施する学校設定科目「課題探究Ⅲ」（理
数科）、「科学探究」（普通科文系・理系）を設置する。

イ　「探究基礎」のディベート学習において、科学技術と社会問題に関するテーマに取り組む。
　これらを通じて、数学の活用能力向上のための効果的な教材開発および多面的に物事をと
らえようとする態度の育成を図る。

（３）生徒の自己評価能力を育成し、生徒自身が探究活動に生かせる評価方法の研究開発

ア　個々の活動、学校設定科目におけるパフォーマンス評価を充実させる。
イ　生徒の自己評価能力を育成するための生徒参加型ルーブリックを作成する。
　　これらを通して、生徒の自己評価能力の育成および学習に対する意欲の向上を図る。

③　平成３０年度実施規模

理数科および普通科の全校生徒を研究対象とする。
　　　　　理数科生徒　（１年）４０名　　 （２年）４０名　　 （３年）３９名
　　　　　普通科生徒　（１年）２８０名　 （２年）２７８名　 （３年）２８０名
　　　　　理数科生徒合計　１１９名　　　　全校生徒　９５７名
④　研究開発内容

○研究計画

１　第一年次（一昨年度）
・第１学年の学校設定科目「課題探究Ⅰ」「総合科学」（理数科）「探究基礎」（普通科）及び「プ

レゼンテーション＆ディスカッション」（学年全体）を開設する。
・第１学年での学校設定科目及び探究活動における企業、大学との連携を充実させる。
・すべての学校設定科目、探究活動においてパフォーマンス評価を確立する。
・第２学年に設置する学校設定科目「課題探究Ⅱ」（理数科）「課題探究」「人文科学課題研究Ⅰ」
（普通科）の内容に関して検討を行う。

２　第二年次（昨年度）
・第２学年の学校設定科目「課題探究Ⅱ」（理数科）、「課題探究」「人文科学課題研究Ⅰ」（普通科）

を開設する。
・第２学年での課題研究及び探究活動における企業、大学との連携を推進する。
・第２学年を中心としたすべての学校設定科目及び探究活動におけるパフォーマンス評価を確

立する。
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・３年次に設置する学校設定科目「課題探究Ⅲ」「科学探究」「人文科学課題研究Ⅱ」の内容に
関して検討を行う。

　３　第三年次（本年度）
・第３学年の学校設定科目「課題探究Ⅲ」（理数科）「科学探究」「人文科学課題研究Ⅱ」（普通科）

を開設する。
・第３学年の学校設定科目「課題探究Ⅲ」及び「科学探究」「人文科学課題研究Ⅱ」において企業、

大学との連携を推進する。
・３年間にわたるすべての学校設定科目及び探究活動におけるパフォーマンス評価を確立す

る。「探究力」を測る客観検査を完成させる。
　４　第四年次

・３学年にわたる学校設定科目の継続性を確保し、通常の授業も含めたすべての授業において
探究力を育成できているかを検証する。

・地域の高等学校との連携を深め、本校の実践が他校でも実践できているかを検証する。
・パフォーマンス評価及び「探究力」を測る客観検査の汎用性を検証する。

　５　第五年次
・継続的探究活動（課題研究）及び通常授業の「探究力」育成の取組が、生徒の批判的思考力

の育成に役立っているかを検証する。
・第３学年おける科目融合・文理融合等の授業及び大学、企業との連携が、実社会における現

実的な問題に取り組む「探究力」を育成していることを実証する。
・パフォーマンス評価の充実が生徒の学習の目標を明確化させ、生徒の自己評価能力の育成及

び教員による継続的な指導のために有効であることを実証する。

○教育課程上の特例等特記すべき事項

　教科の枠組みを超えた学校設定科目を設置し、また理科全般を総合的に学習するために、第１
学年、第２学年において必履修科目を削減するとともに、学校設定科目を設置する。
 ＜削減する教科・科目と代替措置＞
【理数科】

教科名 削減する科目名 代替・補填措置

情報 社会と情報（２単位） 「総合科学」「課題探究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」及び「プレゼン
テーション＆ディスカッション」で代替

保健体育 保健（１単位） 「総合科学」で代替
家庭 家庭基礎（１単位） 「総合科学」で代替
理数 課題研究（１単位） 「課題探究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」で代替
総合的な学習の時間（３単位） 「総合科学」「課題探究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」で代替

【普通科】
教科名 削減する科目名 代替・補填措置

情報 社会と情報（１単位） 「探究基礎」、「プレゼンテーション＆ディスカッショ
ン」で代替

総合的な学習の時間（３単位） 「探究基礎」「課題探究」「科学探究」人文科学コー
スは「人文科学課題研究Ⅰ・Ⅱ」で代替

○平成３０年度の教育課程の内容

・学校設定科目「総合科学」（第１学年理数科、２単位）「課題探究Ⅰ」（第１学年理数科、１単位）
「探究基礎」（第１学年普通科、１単位）「プレゼンテーション＆ディスカッション」（第１学年
理数科及び普通科、１単位）「課題探究Ⅱ」（第２学年理数科、２単位）「課題探究」（第２学年
普通科文系・理系、１単位）「課題探究Ⅲ」（第３学年理数科、１単位）「科学探究」（第３学年
普通科文系・理系、１単位）「人文課題研究Ⅰ」（第２学年普通科人文科学コース、２単位）「人
文科学課題研究Ⅱ」（第３学年普通科人文科学コース、１単位）
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○具体的な研究事項・活動内容

（１）課題研究を中心に据えた全校での３年間の学習体系の研究開発

ア　第１学年における学校設定科目の研究開発
・「探究基礎」におけるディベート学習、基礎課題研究および実験講座（化学）の実施
・「総合科学」における教科横断学習、物理化学の先行学習および実験技能の習得
・「課題探究Ⅰ」における探究学習への取組と課題探究Ⅱ」で取り組む課題研究のテーマ設定
・「プレゼンテーション＆ディスカッション」における情報機器を用いた資料の収集、解析

と、英語によるグループ発表を通した取り組み
イ　第２学年における学校設定科目の研究開発
　・「課題探究Ⅱ」における理数科生徒による課題研究のさらなる充実
　・「課題探究」における普通科生徒（理系・文系）による課題研究の取り組み
　・「人文科学課題研究Ⅰ」での普通科人文科学コースの生徒による課題研究の取り組み
ウ　第３学年における学校設定科目の研究開発
　・「課題探究Ⅲ」（理数科）「科学探究」（普通科文系・理系）「人文科学課題研究Ⅱ」（普通科

人文科学コース）における、科目融合・領域融合型の学習の取り組み
エ　課題研究における大学・企業との連携の拡大及びシステム化
　・「こまつ研究サポートプログラム」の充実
　・学校設定科目「課題探究Ⅱ」における大学教員を招いてのグループ別報告会の充実
オ　探究活動を充実させるための課外活動の研究開発
　・「野外実習」「関東サイエンスツアー」「工学部実験セミナー」「国際科学交流」の実施
カ　課題発見から課題探究に至るプロセスの共有による、「主体的・対話的で深い学び」につ

ながる不断の授業改善の推進
　・本校教員の研究指導力向上のための研修会の実施

（２）第３学年における科目融合・領域融合型の探究学習の研究開発

ア　第３学年における学校設定科目「課題探究Ⅲ」「科学探究」「人文科学課題研究Ⅱ」の研究
開発

　・「課題探究Ⅲ」における理数科生徒による科目融合・領域融合型の探究活動の取り組み
　・「科学探究」における普通科生徒（理系・文系）による領域融合型の探究活動の取り組み
　・「人文科学課題研究Ⅱ」での普通科人文科学コースの生徒による領域融合型の探究活動の

取り組み
イ　「探究基礎」のディベート学習における領域融合テーマへの取り組み
　・脳死を人の死とすることの是非、原子力発電廃止の是非、遺伝子組み換え食品の是非およ

び電気自動車への切り替えの是非を論題とするディベート学習への取り組み

（３）生徒の自己評価能力を育成し、生徒自身が探究活動に生かせる評価方法の研究開発

ア　個々の活動、学校設定科目におけるパフォーマンス評価の充実
　・学校設定科目におけるルーブリックを用いたパフォーマンス評価の実施
イ　生徒の自己評価能力を育成するための生徒参加型ルーブリックの作成
　・アンケート調査による生徒参加型ルーブリックの試作・実施

⑤　研究開発の成果と課題

○実施による成果とその評価

（１）課題研究を中心に据えた全校での３年間の学習体系の研究開発

　・学校設定科目「総合科学」における教科の枠を超えた学習によって、様々な分野に対して
科学的な見方を身につけることができた。また、物理、化学の先行学習を通して、自然科
学に対する興味関心を高め、基礎的な実験技能を習得することができた。

　・学校設定科目「課題探究Ⅰ」における探究学習に取り組むことで、科学的な手法を用いて
課題を解決するプロセスを経験し、第２学年の課題研究の自主的なテーマ設定につながる
取り組みができた。
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　・学校設定科目「探究基礎」におけるディベート学習によって、証拠による論証を行う経験が
できた。また、基礎課題研究および実験講座（化学）への取り組みにより、主体的な学習態
度の育成および探究学習に必要な実験技術の習得につなげることができた。

　・学校設定科目「プレゼンテーション＆ディスカッション」においては、英語で情報を収集し、
英語で発表する活動を通して発表能力、および４技能にまたがる実践的な英語コミュニケー
ション能力が育成された。評価に関して、ＡＬＴ（外国語指導助手）を含めた英語科全員で、
科目に対する共通認識のもと、指導にあたることができた。

　・学校設定科目「課題探究Ⅱ」「課題探究」「人文科学課題研究Ⅰ」において課題研究に取り組
んだ。普通科文系・理系の生徒においても、テーマ設定から研究活動、ポスター発表、レポー
ト作成までの一連の課題研究を実施することができた。

　・「こまつ研究サポートプログラム」によって、課題研究において大学、企業からの有益な指
導助言を効率よく受けることで、研究のレベルや生徒の意欲を高め、研究活動の充実につな
げることができた。

　・教員の研究指導力向上のための研修会の実施は、課題研究の指導や、主体的・対話的で深い
学びにつながる授業づくりに寄与することができた。

（２）第３学年における科目融合・領域融合型の探究学習の研究開発

　・昨年度までの領域融合科目の教材開発を礎に、「理数探究Ⅲ」（理数科３年対象）において、
「数学／物理」「生物／化学」のコースで領域融合型の探究学習を実施することができた。

　・「探究基礎」のディベート学習において、すべての生徒が科学技術と社会問題に関する文理
融合的なテーマについて取り組むことで、物事を多面的に理解する姿勢を育むことができた。

（３）生徒の自己評価能力を育成し、生徒自身が探究活動に生かせる評価方法の研究開発

　・学校設定科目においてパフォーマンス評価を充実させ、評価の観点を明確にし、生徒の意欲
的な取り組みにつなげることができた。

　・「探究基礎」をはじめとする探究活動を中心とした学校設定科目において、評価の際のアン
ケート調査の結果を利用した、生徒参加型ルーブリックの作成を行うことができた。

　・事業評価に必要な、「探究力」の伸長を評価する客観検査を実施することができた。

○実施上の課題と今後の取り組み

（１）課題研究を中心に据えた全校での３年間の学習体系の研究開発

　・学校設定科目「総合科学」「課題探究Ⅰ」
　探究活動の基本となる実験ノートやレポートの作成に関わるスキルを身につけることは
できたが、生徒が適切な研究テーマを自身で設定し、実験手法までを考案するような能力を
十分に習得させることはできていない。生徒自身の関心・興味を喚起する教材を開発してい
きたい。

　・学校設定科目「探究基礎」「プレゼンテーション＆ディスカッション」
　ディベート学習のテーマ設定において、科学技術と社会的意義を含有するテーマで、かつ
賛否両論が拮抗するテーマのさらなる開発が望まれる。生徒のルーブリックに対する認識を
高め、項目の達成が目標となるよう指導していきたい。

　・学校設定科目「課題探究Ⅱ」「人文科学課題研究Ⅰ」「課題探究」
　「こまつ研究サポートプログラム」による研究支援体制をこれまで以上に充実させ、生徒
のみならず、教員の研究指導力の向上に努めたい。

（２）第３学年における科目融合・領域融合型の探究学習の研究開発

　より効果的な科目融合・領域融合型の探究学習のための教材の改良開発を推進する。
（３）生徒の自己評価能力を育成し、生徒自身が探究活動に生かせる評価方法の研究開発

　生徒自身が、探究活動を振り返ることで、フィードバックを促すことができる評価の実施を
推進する。生徒参加型ルーブリックをさらに充実させる。
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別紙様式２－１

石川県立小松高等学校 指定第３期目 28 ～ 32

❷平成３０年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発の成果と課題

①　研究開発の成果 （根拠となるデータ等を報告書「❹関係資料」に添付）

　指定第３期目では、研究対象を２期目までの理数科のみから、普通科も含めた全校生徒に広げて
研究開発を行っており、第２学年の全ての生徒が、課題研究を通して探究的な学習活動に取り組ん
だ。研究３年目にあたる本年度は、第３学年における科目融合・領域融合型の探究学習の研究開発
を行った。本校のＳＳＨ研究開発課題である「正答のない問題を主体的・協働的に解決することが
できる探究力を持った人材の育成」を目指して、学校設定科目の実施、課題研究の深化、大学や
企業との連携拡大、 効果的な評価方法の研究、 ＳＳＨ行事や科学系部活動の活性化などに取り組ん
だ。ここでは、生徒、保護者、教員へのアンケート調査から本研究開発についての成果を総括する。

（１）課題研究を中心に据えた全校での３年間の学習体系の研究開発

 １．学校設定科目

　１．１「総合科学」(理数科第１学年・２単位）および「課題探究Ⅰ」(理数科第１学年・１単位）

　「総合科学」では、家庭科や地歴・公民科、国語科、数学科等の教科の枠を越えた教員が、様々
な分野に対して科学的な観点から授業を展開した。また、物理や化学を先行して学習すること
により、自然科学に対する興味関心を高め、基礎的な知識および実験技能を身につけることが
できた。「課題探究Ⅰ」では、物理、化学、生物の各分野に関するそれぞれ６時間の探究活動
に取り組み、科学的手法を用いて課題を解決していく方略を体験から学ぶことができた。また、
図書室等を活用し、次年度の課題研究のテーマを設定する機会を得ることができた。

　１．２「探究基礎」（普通科第１学年・１単位）

　前半はクラス内でグループに分かれて、４つのテーマについてディベート学習に取り組ん
だ。情報室、図書室を活用して証拠による論証を行う活動ができた。後半は文系進学希望者と
理系進学志望者に別れて探究活動を行った。文系進学志望者は国語、英語、地歴公民、保健体
育の各分野に関するテーマについて基礎課題研究に取り組んだ。理系進学希望者は、実験講座

（化学）に取り組むことで、探究活動に不可欠な、基礎的な実験・観察の技能や結果の定量的
な扱い、自分たちで実験方法を計画する事を学ぶことができた。学年末には、文系理系ともに
ポスター発表を同時に行い、活発な質疑応答を行うことができた。

　１．３「プレゼンテーション＆ディスカッション」（第１学年・１単位）

　「英語表現Ⅰ」と連動し、４回の発表会を行った。「英語による情報収集」「プレゼンテーショ
ンファイルの作成」「発表の準備・練習」「発表・質疑応答」の流れを通じて表現力を高めた。
科学的事象に関する20種類の英文テキストを準備し、科学英語の指導の充実を図った。

　１．４「課題探究Ⅱ」（理数科第２学年・２単位）

　多くの質問項目において、高い評価を得ることができた。「課題に応じてうまく探究するこ
とができた」について肯定と答えた生徒の割合が昨年よりも約10ポイント、「科学的探究力が
増した」については約20ポイント高くなった。このような良好な結果は、「こまつ研究サポー
トプログラム」による大学の先生方を招いての中間報告会の実施をはじめ、ＳＳＨ３期目の「課
題探究Ⅱ」における課題研究を充実させるための様々な取り組みによって、その内容が改善さ
れた事によると考えられる。第１学年の「課題探究Ⅰ」において、担当教員と議論しながら主
体的に研究テーマを設定できたことが、研究に対する積極性につながった。また、年２回の中
間報告会では大学の先生の数をしぼり、先生１人あたりにおける相談・助言の時間を十分に
とったことについて、研究を進める上で生徒たちからはとても好評であった。次年度も大学の
先生と十分な意見のやり取りが行える場を多く持てるよう計画したい。
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図 1　理数科の課題探究における生徒アンケート調査結果（平成29年度～ 30年度）

　１．５「課題探究」（普通科第２学年・１単位）

　昨年度初めて実施した「課題探究」は普通科文系90名、理系148名で、生徒の興味のあるテー
マに基づいて課題研究を行った。これまでおもに理数科の課題研究で使用してきた実験装置等
の利活用により、充実した課題研究を実施することができた。普通科文系では、国語、地歴公民、
英語、保健体育等の19テーマ、普通科理系では数学、理科、保健体育の32テーマで自身が興味
関心を寄せるテーマを自ら設定し、３名～６名の班で、主体的かつ協働的な探究活動を実践し
た。生徒アンケートの結果、90％以上の生徒が「知識・技能を課題に対して活用する能力が身
についた」「探究力（課題を設定する力、実験や調査によって情報を収集する力、整理・分析
する力）がついた」と回答した。

　１．６「人文科学課題研究Ⅰ」（普通科人文科学コース第２学年・２単位）

　平成24年度に石川県教育委員会より「いしかわニュースーパーハイスクール（ＮＳＨ）」の
指定をうけ、文系生徒の探究力育成のための教育課程を実施してきた。ＳＳＨで取り組んでき
た様々な手法を取り入れ、国語、地歴公民、英語の３教科について８テーマの課題研究を行い、
大学教員や本校卒業生の協力を得ることで、充実した探究活動を行うことができた。

　１．７「科学探究」（普通科第３学年・１単位）

　ＳＳＨ３期目の「科学探究」は、領域融合型の学習を意識して、第３学年に設置した科目で
あるが、物理、化学、生物分野の探究的な実験教材の開発を進め、科学技術と社会科学との関
わりやそれぞれの側面を考えさせる内容とした。実験の方法を自ら考え、社会的意義にまで言
及するレポートを提出させ、ルーブリックを用いて評価を行った。また、グループごとに議論
し、意見を交わし、発表する機会を持った。さらに、大学教員による特別講義を実施し、先端
的な科学技術の世界を知る機会を得るとともに、進路選択の一助とすることができた。

 ２．課外活動

　「野外実習」では大学院生にＴＡとして参加してもらい、安全確保と研究に対する意識の向
上を図った。生徒アンケート調査の結果では、ほぼすべての生徒が「積極的に参加できた」と
回答した。「関東サイエンスツアー」では最先端の研究者・技術者等から直接講義や指導を受け、
科学研究の世界を垣間見ることによって、生徒の意識を高めるとともに学習意欲の向上につな
げることができたと考えられる。活動後のアンケート調査の結果では、「科学的探究力が増し
たか」という問いに対しても、全員から肯定的な回答を得ることができた。「工学部実験セミ
ナー」では生徒アンケート調査の結果では「協力的に活動することができた」「科学的探究力
がついた」と回答する生徒もそれぞれ全体の97％に上った。海外の高校生とのグループ活動に
よるものづくりの体験活動を通して、科学的探究力を養うとともに、主体的・協働的な学びを
深めることができた。実験・データ分析から得られた成果を英語の原稿やスライドにまとめ、
ＡＬＴ及びＪＴＥの指導のもとプレゼンテーションを行ったが、学校設定科目「プレゼンテー
ション＆ディスカッション」での学びが功を奏して、レベルの高いものとなった。「国際科学
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交流」では韓国大田科学高校生徒との共同研究および英語による発表や意見交換を通して、国
際性、自己表現力を育成し、英語による研究能力を育成することができた。また、韓国の高校
生から出された研究テーマに対して、合同合宿の際に議論を交わすことができた。本校生徒の
韓国訪問時の発表に向けて、両国で研究を進めることができた。

（２）第３学年における科目融合・領域融合型の探究学習の研究開発

 １．「課題探究Ⅲ」における科目融合・領域融合型の探究学習の実施

　本年度の実施に向けて数理融合科目の教材を開発してきた。「数学／物理」のグループと「生
物／化学」のグループに分かれて、少人数でのＴＴで実施した。「数学／物理」では微分方程
式を先取り学習し、さまざまな物理現象のモデル化を行った。「生物／化学」においては、生
物学の発展的な実験実習に化学の手法を用いることで定量化し、両分野の枠組みを取り払う取
組みを行った。そののち、いずれのグループも数人ずつの班で探究活動を実施し、大学での学
習、研究を意識する取組みとなった。生徒は、科学の問題の解決に数学が重要な役割を果たし
ていることを実感し、その後のテストでもその経験が身についたことが確認できた。

 ２．「探究基礎」における領域融合の取組

　「探究基礎」のディベートにおいて文理融合、領域融合的なテーマ、すなわち「脳死を人の
死と認めるべきではない」「日本は原子力発電をすべて廃止すべきである」「遺伝子組み換え食
品の製造を廃止すべきである」「すべての乗用車を電気自動車に切り替えるべきである」の４
テーマをとりいれた。ディベート学習を通して、社会問題に対して科学的に考察する姿勢を養
うことができた。

（３）生徒の自己評価能力を育成し、生徒自身が探究活動に生かせる評価方法の研究開発

 １．学校設定科目等におけるパフォーマンス評価の充実

　「課題探究Ⅱ」の発表会や「探究基礎」のディベート学習等、多くの学校設定科目においてルー
ブリックを用いてパフォーマンス評価を行った。評価の観点や基準をあらかじめ生徒に提示す
ることにより、指導者が求めていることや、目標レベルをあらかじめ知らせることができた。
生徒が観点ごとに目標を達成できたかどうかを確認することで、効果的なフィードバックを行
うことができた。課題研究においては、グループに対する評価がされがちであるが、１人１
冊の研究ノートへの記入と一人一本の研究論文の提出を課すことで「課題探究Ⅱ」において、
個人の評価を行った。研究ノートにルーブリックを明記することで生徒の意識を継続させ、生
徒個人に評価をフィードバックする事ができた。
　「探究基礎」のディベート学習においては、ディベート大会および、大会前に行ったクラス
内練習試合において、ルーブリックを使用した相互評価及び自己評価を行った。練習試合で
ルーブリックを使用したことが、その後の準備に役立ったと考える生徒が多数を占めた。また、
生徒に「ルーブリックにつけ加えた方が良いと思う観点」を記入させ、生徒参加型ルーブリッ
クを作成した。

 ２．生徒の「探究力」を測定し、数値化・検証するための客観検査の開発

　本校ＳＳＨ運営指導委員である國藤進名誉教授の指導による安達恭史氏の論文を参考に研
究開発した「探究力」の客観的な検査方法の改良
 ・改善を試みた。昨年度の検査では、項目ごとに

「全くあてはまらない」～「非常によくあてはま
る」までの５段階での記入あったが、１～５の広
い範囲のなかで数値の差が見えにくく、答える際
に迷いが生じ、率直に答えず思案する生徒も見受
けられた。本年度、「あてはまらない」「どちらと
もいえない」「あてはまる」の３段階に改良した。

探究力検査「４観点比較」
H29年度
入学者

１年時
（12月）

２年時
（11月） 変化

①自己対応力 3.12 3.72 △0.61

②対人対応力 2.90 3.47 △0.57

③状況対応力 2.80 3.53 △0.73

④創造力 2.62 3.40 △0.78
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（４）客観検査による生徒の「探究力」の向上

　前頁の表に示すとおり、「①自己対応力」～「④創造力」すべてにおいて数値の上昇がみら
れた。「①自己対応力」が最も高い値を示したが、数値の上昇が最も顕著であったのは「④創
造力」であった。第２学年に実施している課題研究の取り組みによって生徒の「探究力」の向
上がなされたことがうかがわれる結果となった。

②　研究開発の課題 （根拠となるデータ等を報告書「❹関係資料」に添付）

（１）課題研究を中心に据えた全校での３年間の学習体系の研究開発

　本校では、ＳＳＨ３期目より、全校生徒に対する研究開発が本格的にスタートし、第３年次
の本年度は初めて３学年が揃った取り組みとなった。第３年次の取り組みを通して明らかに
なった課題は以下の通りである。

　・「課題探究Ⅰ」では理科３分野の探究学習で課題研究に取り組む際の基礎的なスキルを身に
着けることができたが、研究テーマの設定や、自ら実験の手法を考案したりするまでには至
らず、今後さらなる教材開発を推進していく必要がある。

　・「プレゼンテーション＆ディスカッション」では各生徒が自ら時間を割いて、自主的に練習
するなどの主体的な取り組みが、より一層求められる。「英語表現Ⅰ」の授業との連動・連
携もより深め、ＡＬＴとも協力をしながら、生徒の向上心を刺激していく必要がある。

　・「課題探究Ⅱ」１人１冊の実験ノート記入、一人一本の研究論文作成に取り組んだが、同じ
研究班での複数の論文指導の在り方についてさらに検討する必要がある。

　・「人文科学課題研究Ⅰ」では生徒の探究活動によって導かれた結論の正当性を客観的に評価
することが困難なものが多かった。客観性が確保され、説得力のある結論を導くための指導
の在り方を検討していくことが求められる。

　・「課題探究」では本年度は、一人の教員が多くの生徒を担当したことで、きめ細かい指導をす
ることが難しかった。たくさんのグループがそれぞれ異なるテーマについて同時に研究を行う
ことで、実験装置や材料の準備、実験室の環境維持などで、担当教員の手がふさがりがちにな
る。生徒の方で先を読み、効率よく安全に研究を進めることを促すための工夫が必要である。

　・「関東サイエンスツアー」については、最先端の研究であっても、１学年の生徒が理解しや
すい研究内容となるよう選定し、目的にあった研修内容にすることが重要である。

　・「工学部実験セミナー」については、非常に内容が充実している反面、大学側に大きな負担
となっている。双方にとって有益となるセミナーを開催できるように、セミナーの内容の抜
本的な見直しが必要な時期と考えられる。

（２）第３学年における科目融合・領域融合型の探究学習の研究開発

　本年度初めて「課題探究Ⅲ」において、科目融合・領域融合型の探究学習を実施した。過去
２年に渡り融合教材の開発を行ってきたが、今後、さらに教員が融合領域について学ぶ機会を
設け、効果的な教材開発を進める必要がある。
　また、「探究基礎」におけるディベート学習で、科目融合、領域融合型のテーマを扱った。

「脳死」に関わるテーマでは、生徒の体験によっては心的負担が懸念される。高校１年生が扱
う論題として適切なテーマを取り入れる必要性を感じた。

（３）生徒の自己評価能力を育成し、生徒自身が探究活動に生かせる評価方法の研究開発

　学校設定科目における生徒のパフォーマンスに対して、ルーブリックによる評価を導入し、
現在も研究開発を進めている。また、生徒の「探究力」を測定し数値化するための客観検査の
開発行い、その中で以下の課題を見いだした。

　・生徒に「ルーブリックにつけ加えた方が良いと思う観点」を記入させ、生徒の視点を生かし
たルーブリックを作成・実施した。引き続き、生徒参加型ルーブリックをさらに充実させる。

　・生徒が、探究活動を振り返る際に、評価を適切にフィードバックできる体制をさらに推進する。
　・ＥＩ（エモーショナルインテリジェンス）を導入した「探究力」客観検査において、改善を

進めるとともに、探究活動との関わりについて検証していきたい。必要に応じて、近隣の高
校等にも引き続き協力をお願いして、できるだけ多くのデータを元に研究開発を進めたい。
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❸実施報告書（本文）

①研究開発の課題
１　研究開発の目標および研究テーマ

　課題研究における「正答のない問題」への取組を基礎として、あらゆる学びの中で、批判的に物
事をとらえ、課題を発見し、主体的・協働的に考え、生涯にわたり継続的に学び続ける「探究力」
を育成するための研究開発と実践を行う。そのための学校設定科目及び通常の授業を含めた教育課
程の在り方、指導方法、大学、地域の企業との連携の在り方、評価方法を研究する。

（１）　すべての授業において「探究力」の土台となる思考力、主体的・協働的に学ぶ力を育成し、
課題研究を中心に据えた全校での３年間の学習体系を確立する。

（２）　第３学年において科目融合・領域融合・文理融合型の探究学習を行い、企業との連携を通し
て実社会における現実的な問題に取り組むための「探究力」を育成し、生涯にわたり継続的に
学び続ける人材を育成する。

（３）　パフォーマンス評価を充実させ、生徒自身が探究活動に生かせる評価方法を確立し、生徒の
自己評価能力を育成する。

２　実践および実践の結果の概要

（１）課題研究を中心に据えた全校での３年間の学習体系の研究開発

○　学校設定科目

ア　「総合科学」（第１学年理数科）、「課題探究Ⅰ」（同）の実施
　・物理、化学の先行学習を実施し、自然科学の基礎知識、実験技能を身につけた。
　・家庭、保健、倫理などの教科横断学習を実施し、様々な分野に対して科学的に考える態度を

育成した。
　・物理、化学、生物各分野の探究学習を実施し、科学的な手法を用いて課題を解決するプロセ

スを経験するとともに、第２学年の課題研究のテーマ設定につなげた。
イ　「探究基礎」（第１学年普通科）の実施
　・ディベート学習を通して、論理的な思考力を育成した。
　・基礎課題研究を通して、主体的な学習態度を養うとともに、探究スキルを育成した。
　・実験講座（化学）を通して、探究活動に必要な実験や観察の技能の習得を図った。
ウ　「プレゼンテーション＆ディスカッション」（第１学年普通科、理数科）の実施
　・日本語による論理的な考え方を学んだ後、論理的な英文の書き方を習得した。
　・さらに、英語による発表、討論する能力を養った。
エ　「課題探究Ⅱ」（第２学年理数科）の実施

　11グループに分かれて数学、理科分野の課題研究に取り組み、科学的探究力の育成を図った。
また、口頭発表会、ポスター発表会、英語発表会を実施し、表現力の伸長を図った。

オ　「課題探究」（第２学年普通科）の実施
　文系の生徒は19グループに分かれて国語、地歴・公民、英語、保健体育の各分野、また理系
生徒は32グループに分かれて数学、理科、保健体育の各分野の課題研究に取り組み、探究力の
育成を図った。ポスター発表会を実施して、表現力の伸長を図った。

カ　「人文科学課題研究Ⅰ」（第２学年普通科人文科学コース）の実施
　８グループに分かれて国語、地歴・公民、英語の各分野の課題研究に取り組み、探究力の育
成を図った。また、口頭発表会、ポスター発表会、英語発表会を実施し、表現力の伸長を図った。
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キ　「課題探究Ⅲ」（第３学年理数科）の実施
　数学／物理コース、生物／化学コースにわかれ、科目融合・領域融合型の学習に取り組み、
教科・科目の枠組みを取り払った探究活動を行うことを通じて、探究力の伸長を図った。

ク　「科学探究」（第３学年普通科）の実施
　物理、化学、生物分野の探究的な実験に取組むとともに、科学技術と現代社会とのかかわり
の側面を考察する文理融合学習を通じて探究力の伸長を図った。

ケ　「人文科学課題研究Ⅱ」（第３学年普通科人文科学コース）の実施
　英字新聞の講読を通じて、人文、社会、自然科学の様々な側面から事象を考察し、グループ
で探究活動に取り組むことで、探究力の伸長を図った。

○　課外活動

ア　国際科学交流と共同研究の推進
　・韓国の大田科学高校と年間にわたる継続的な研究交流を行い、課題研究および共同研究の発

表を両国・両校で行った。
　・大田科学高校の来日時に、共同研究のための合同合宿を実施した。本校生徒の渡韓時に研究

発表会と研究に対する質疑を行い、英語で発表し議論する能力の育成を図った。
イ　野外実習、大学・研究機関での体験実習の実施、科学系部活動の活性化
　・生物と地学の分野のフィールドワークを中心とした実習活動に取り組み、実物を間近に見る

とともに、直に触れる体験を行った。
　・大学や研究所において第一線で活躍する研究者から直接講義や指導を受けた。これらを通し

て、科学に対する興味関心を高め、学ぶ意欲の育成を図った。
　・各種科学技術コンテストに積極的に参加することやその準備を通して、数理能力の向上を

図った。

（２）第３学年における科目融合・領域融合型の探究学習の研究開発

　　・学校設定科目「課題探究Ⅲ」における融合科目の教材開発および実施
　数学／物理コース、生物／化学コースにわかれ、科目融合・領域融合型の学習に取り組む。
教科・科目の枠組みを取り払った探究活動を通して、ある分野の知識・技能を他の分野に活用
する手法を学ぶ。基礎事項を学んだ後に学んだ手法を活かしたグループごとの探究活動に取り
組む。生徒が作成するレポートの内容および筆記テストの結果からその成果を検証する。

　　・学校設定科目「探究基礎」のディベート学習における領域融合テーマへの取り組み
　“脳死を人の死とすることの是非”、“原子力発電廃止の是非”および “遺伝子組み換え食品
の是非” に本年度新たに“電気自動車への切り替えの是非”等を論題とするディベート学習に
取り組み、社会問題に対して科学的な視点をもって議論する能力の育成を図った。

（３）生徒の自己評価能力を育成し、生徒自身が探究活動に生かせる評価方法の研究開発

　　・個々の活動、学校設定科目におけるパフォーマンス評価の充実

《学校設定科目の体系》
〔第 3 学年〕 課題探究Ⅲ 科学探究（普通科理系・文系） 人文科学課題研究Ⅱ

↑ ↑ ↑
〔第 2 学年〕 課題探究Ⅱ 課題探究（普通科理系・文系） 人文科学課題研究Ⅰ

 ↑ ↑ ↑ ↑

〔第 1 学年〕 課題探究Ⅰ 総合科学 探究基礎　（普通科全クラス）

プレゼンテーション＆ディスカッション　（英語による発表と討論・全クラス）

　　　　　　　［理数科］　　　　　［普通科理系］ 　［普通科文系］　　［普通科人文科学コース］
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　学校設定科目「探究基礎」「プレゼンテーション＆ディスカッション」「課題探究Ⅱ」「課題探究」
「科学探究」においてルーブリックによる評価を行うことにより、生徒に評価をフィードバッ
クし、探究活動に生かせる評価方法の研究開発に取り組んだ。

　　・生徒の自己評価能力を育成するための生徒参加型ルーブリックの作成
　過去２年のアンケート調査で記入させた、「ルーブリックに付け加えた方が良いと思う観点」
を精査し、自己評価能力を育成するためのルーブリックを作成・実施した。

　　・生徒の「探究力」を測定し、数値化・検証するための客観検査の開発
　ＥＩ（エモーショナル・インテリジェンス）の３要素①自己対応力、②対人対応力、③状況
対応力に４つ目の要素④創造力を加えた４観点の力を検査することによる「探究力」検査を実
施し、結果を昨年度の値と比較するとともに、検査用紙の改善改良を実施した。

②研究開発の経緯
（１）課題研究を中心に据えた全校での３年間の学習体系の研究開発

４月 学校設定科目の設置
「総合科学」（第１学年理数科・２単位）
「課題探究Ⅰ」（第１学年理数科・１単位）
「探究基礎」（第１学年普通科・１単位）
「プレゼンテーション＆ディスカッション」

（第１学年普通科、理数科・１単位）
「課題探究Ⅱ」（第２学年理数科・２単位）
「課題探究」（第２学年普通科文系・理系・１単位）
「人文科学課題研究Ⅰ」（第２学年普通科人文科学コース・２単位）
「課題探究Ⅲ」（第３学年理数科・１単位）
「科学探究」（第３学年普通科・１単位）
「人文科学課題研究Ⅱ」（第３学年普通科人文科学コース・１単位）

５月25日 平成30年度ＳＳＨ研究発表会
　・公開授業「課題探究Ⅲ」（第３学年理数科）

　「プレゼンテーション＆ディスカッション」（第１学年理数科）
７月８日 物理チャレンジ2018（第１チャレンジ）
７月10日 「科学探究」「課題探究Ⅲ」大学教員による特別講義

　　　　　　　　「熱揺らぎの物理学と生体ナノマシン」
７月11日 「課題探究Ⅱ」（第２学年理数科）グループ別報告会
７月15日 日本生物学オリンピック2018予選
７月16日 化学グランプリ2018一次予選

７月26日～27日 生物野外実習（能登少年自然の家とその周辺）
８月５日　　　 工学部における実験セミナー（金沢工業大学）
　　～８月８日 　・実習内容に関して英語発表（７名のＡＬＴを招き指導、発表会）

　・韓国大田高等学校との交流（受入・共同研究のための合同合宿）
（共同研究テーマ）
　「波打つ海における最も効果的な波消しブロックの探究」
　「雨の静電気を用いた環境発電技術の探究」

８月７日～９日 全国ＳＳＨ生徒研究発表会（神戸国際展示場）
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８月23日 地学野外実習（犀川大桑層）
８月28日 第１回ＳＳＨ石川県運営指導委員会（本校）
９月26日 「探究基礎」ディベート大会

９月27日～28日 関東サイエンスツアー（東京大学、東京工業大学、他研究施設）
11月３日 「課題探究Ⅱ」校内発表会（本校）
12月７日 「課題探究Ⅰ」物理、化学、生物分野の探究学習開始
12月13日 石川県ＳＳＨ生徒研究発表会（石川県地場産業振興センター）

12月16日～19日 韓国大田科学高校との科学交流・共同研究発表会（韓国訪問）
12月18日 企業訪問～小松マテーレ株式会社～（第２学年普通科文系）
１月18日 「課題探究」校内発表会（第２学年普通科理系）
１月22日 「人文科学課題研究Ⅰ」校内発表会（第２学年普通科人文科学コース）
２月14日 「探究基礎」基礎課題研究・実験講座ポスター発表会

（２）第３学年における科目融合・領域融合型の探究学習の研究開発

４月～ ディベート学習における領域融合テーマへの取り組み
科目融合・領域融合科目の実施

「課題探究Ⅲ」（第３学年理数科・１単位）
「科学探究」（第３学年普通科・１単位）
「人文科学課題研究Ⅱ」（第３学年普通科人文科学コース・１単位）

（３）生徒の自己評価能力を育成し、生徒自身が探究活動に生かせる評価方法の研究開発

４月 学校設定科目「プレゼンテーション＆ディスカッション」評価（ルーブ
リック作成）のための教科会①

「探究力」客観検査の改善・実施（１学年理数科）
６月 学校設定科目「プレゼンテーション＆ディスカッション」評価（ルーブ

リック作成）のための教科会②
７月 「探究力」客観検査の実施（３学年理数科）

９月～ 学校設定科目「探究基礎」ディベート学習におけるルーブリックを使用
した生徒による評価活動

９月27日 学校設定科目「探究基礎」ディベート学習における評価に関するアンケー
ト調査

９月 学校設定科目「プレゼンテーション＆ディスカッション」評価（ルーブ
リック作成）のための教科会③

11月 「探究力」客観検査の実施（２学年理数科）
１月 「探究力」客観検査の改善・近隣の高校での実施（２学年）

③研究開発の内容
 （１）課題研究を中心に据えた全校での３年間の学習体系の研究開発

【仮説①】３年間にわたる継続的な探究活動に取り組むことによって、課題解決能力、批判
　　　　 的思考力、表現力などの「探究力」を育成することができる。

　
１．学校設定科目

　第１、第２、第３学年において、理数科、普通科のそれぞれを対象とする以下の学校設定科目
を設置する。「理科」「数学」「理数」などの一般科目との関連を図りながら、３年間にわたる有
効な教育課程の編成の研究を行う。生徒の科学的探究力、表現力の伸長からその成果を検証する。
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学科･コース
１年生 ２年生 ３年生

対　象
科目名 単位数 科目名 単位数 科目名 単位数

理数科

課題探究Ⅰ １ 課題探究Ⅱ ２ 課題探究Ⅲ ３ 理数科全員
総合科学 ２ 理数科全員

プレゼンテーション＆
　　ディスカッション

（１年生全員）
１ １年生全員

普通科理系 探究基礎
（普通科全員） １ 課題探究 １ 科学探究 １ 2、3年普通科

理系全員

普通科文系 課題探究 １ 科学探究 １ 2、3年普通科
文系全員

普通科人文
科学コース なし 人文科学

課題研究Ⅰ ２ 人文科学
課題探究Ⅱ １ 普通科人文科

学コース全員

１．１「総合科学」および「課題探究Ⅰ」（第１学年理数科・２単位＋１単位）
　 　［１］ 研究の目的

　・家庭科、保健体育、地歴・公民科等の教科の枠を超えた横断的学習に取り組むことを通し
て、様々な分野に対する科学的な見方を身につけることを目指す。

　・物理、化学の先行的な学習を通して、基礎的な知識や実験技術の習得および自然科学に対
する興味関心の向上を図る。

　・物理、化学、生物各分野の探究活動を体験し、科学的手法を用いて課題を解決する力の伸
長を図る。

 ［２］ 研究内容・方法・検証
　昨年度の取り組みを改善しながら実施する。本年度は、昨年に引き続き物理、化学、生物
各分野における探究学習の新たな教材開発を行った。考査および生徒に対するアンケートに
加え、実験・実習後の生徒のレポートや感想をもとに検証を行った。

《「総合科学」「課題探究Ⅰ」年間計画》

月 学  習  内  容 学　習　目　標

４月 ガイダンス 教科の目的、 1 年間の流れの確認。

家庭
調理科学

・身近な生活を科学の視点で捉える。
・日常用いられる食品等の性質について理解する。

５月

６月
７月

化学
物質の構成と化学結合

昇華・同素体・炎色反応、食塩
の融解、酸と塩基

・基本的な物質（物質の構成粒子、結合）の知識
および物質量の扱い方を習得する。

・講義、実験を通して、化学に対する興味関心を
高める。

９月

10月

物理（力学分野）
実験１：ビデオカメラを用いた

重力加速度の測定
実験２：ばね定数の測定

・基本的な力学（運動学、力学）の知識および実
験技能を習得する。

・講義、実験を通して、物理学に対する興味関心
を高める。

11月 保健
・社会生活と健康、環境衛生
地歴公民
・科学者に求められる倫理観

・与えられた環境問題に対して、調べ学習でレ
ポートを作成し、見聞を広める。

・科学技術の発展を歴史的観点から捉え、将来技
術者としてどうあるべきかを考察する。
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数学
・行列
・図形の面積

・発展的なテーマや教科書では扱わない分野の内
容を学び、数学に対する視野を広める。

・数学における研究方法について学び、課題研究
への意欲を高める。

情報
　実験：ばね振り子の周期測定

・簡単な物理実験に取り組み、得られたデータを
処理することをコンピューターで行うことによ
り、表計算ソフト等の活用法を習得する。

12月 大学教員による講演会
「課題研究の意義と研究の楽しみ
方」

・大学教員の講演を聴くことにより、課題研究に
対する生徒の意識を高めるとともに、基本的な
課題研究の進め方を学ぶ。

１月 探究学習
物理分野「風力エネルギーに関す

る探究活動」
化学分野「結晶構造について」
生物分野「バイオエタノールの作

成」

・科学的な手法を用いて課題を解決するプロセス
を経験する。

・探究的な実験課題に取り組むことを通して、課
題研究に対する意欲を高める。

・実験結果を的確に記録し、適切な報告書を書く
方法を習得する。

２月 課題研究テーマ設定
情報検索（図書、報告書、等）
テーマ設定に対するアドバイス

・第２学年の「課題探究Ⅱ」に向けて、生徒が自
らの課題研究テーマを設定し先行研究調べを行
う。

３月 課題研究 ・２年次に取り組む課題研究活動を開始する。

　 　
　 　［３］ 成果と課題

　教科横断学習では、様々な内容の学習において、グループ内で協力しあい、積極的に取り
組む姿勢が見られ、82％の生徒が、家庭、保健、倫理の授業で科学的にアプローチする姿勢
が身についたと答え、昨年度の80％を上回った。教科横断学習の充実が覗われる。
　物理、化学の先行学習では、前半は化学、後半は物理の学習に取り組み、いずれも基礎的
な知識および実験技能の習得を図った。物理分野においては、１年生の数学の進度を勘案し
て、学習する単元を、昨年度よりも限定して授業を行った。一方、実験については１つの実
験に２時間を費やすことにより、データ分析や考察の時間を十分確保するように努めた。こ
れにより、生徒が学習および実験内容に対する理解を獲得しながら、主体的に授業に参加す
ることにつなげることができた。取り扱う実験のテーマ数は少なくなってしまったが、内容
を適切に精選して、より効果的で興味・関心の向上につなげられるような教材開発に努めたい。
　理科３分野の探究学習では、実験を中心とする理科３科目（物理、化学、生物）の探究活
動を実施した。生徒はそれぞれの学習分野ごとに、６時間の探究活動に取り組み、実験、デー
タ処理や分析、得られた結果に対する考察などを経験することを通して、課題解決のための
科学的手法を学ぶことができた。少人数でのグループ活動（13または14名の生徒が４グルー
プに分かれる）で、じっくりと取り組ませることにより、生徒の興味・関心が高まり、主体
性を引き出すことができた。さらに、今年度は大学教員による講演会を２回実施することで、
課題研究を進める上で大切なポイントを理解させ、研究に対する意識を向上させることがで
きた。しかしながら、研究テーマの設定や自ら実験手法を考案する能力を習得するための方
法を、十分に確立することはできなかった。次年度は、そのための指導方法の開発が大きな
課題である。
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　１．２「探究基礎」（第１学年普通科・１単位）
　 　［１］ 研究の目的

　・ディベート学習を通して、証拠により論証する訓練を行い、論理的思考力を養う。
　・基礎課題研究を通して、主体的に考える態度および探究スキルを育成する。
　・実験講座（化学）を通して、探究活動に必要な実験や観察の技能を身に着ける。

　 　［２］ 研究内容・方法・検証
　課題研究に取り組むために必要な論理的な思考力や探究スキルの育成方法を研究した。さ
らに、第１学年全生徒が充実した課題研究に取り組むための方法を模索した。ルーブリック
等によるパフォーマンス評価およびアンケート調査結果をもとに検証を行った。

《「探究基礎」年間計画》
＜ディベート学習＞

月 学  習  内  容 学　習　目　標

４月 ガイダンス ・教科の目的、１年間の流れを理解する。
ディベートオリエンテーション ・証拠による論証の大切さを学ぶ。
模擬ディベート ・ディベートの流れ、個々の役割を学ぶ。

５月 ディベート論題レクチャー ・論題について基本的知識を学ぶ。
６月 ディベート準備（情報検索） ・信頼できる情報の集め方を学ぶ。
７月 （立論下書き）（各パート作成） ・説得力のある論を組み立てる力を育成する。
９月 クラス内練習試合 ・ルーブリックの使用を通して、自己評価能力を

身につけ、論を改善する。
ディベート大会 ・論理的に意見を主張する力を高める。

＜基礎課題研究＞

月 学  習  内  容 学　習　目　標

10月

11月
１月
２月

３月

・課題の設定、テーマ理解

・情報の収集、文献の読解
・ポスター作成
・発表練習
・ポスター発表会
・振り返り

・担当の教員方から提示されたテーマについて基
礎課題研究を開始する。

・研究の進め方、情報・資料取集の仕方、文献読
解の手法を学んだ後、資料・文献の取り扱い方、
及びテーマの見つけ方を学ぶ。

・基本的なポスターの作成方法および発表方法を
習得する。

＜実験講座（化学）＞

月 学  習  内  容 学　習　目　標

10月
11月

12月

１月

２月
３月

・いろいろな化学反応
・化学反応の量的関係

・中和滴定

・酸の濃度と味覚の関係について
・ポスター作成
・発表練習
・ポスター発表会

・基本的な実験操作(様々なガラス器具や電子天
秤の扱い方)を習得し、グラフの書き方、読み
取り方を学習する。

・中和滴定の実験操作、モル濃度、希釈、化学反
応式での表現を学ぶ。

・身近な溶液について、味覚と酸度を比較しその
関係をまとめる。

・基本的なポスターの作成方法および発表方法を
学ぶ。
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　 　［３］成果と課題
＜ディベート学習＞
　ディベート学習では、本年度４つのディベートの論題全てが文理融合・領域融合型のテー
マになるように、昨年度の論題である「死刑制度の是非」を、「日本がすべての乗用車を電
気自動車に切り替えることの是非」へと変更した。また、昨年度のアンケート調査における
生徒の意見をもとに、ルーブリックを改訂した。さらに、クラス内練習試合の開催時期を１
週間早め、この生徒の視点を反映したルーブリックを用いて相互評価を行った後、各自の論
を改善するための時間を、全クラス共通で２時間確保した。その結果、ディベート大会では
例年以上に議論が噛み合い、ディベートのレベルが向上した。今後は、適切な論題の検討を
続けるとともに、昨年度全面的に改訂した「ディベート学習ノート」を、授業担当者と議論
することで再度改訂し、生徒がより主体的、体系的に、準備を進めることができるようにし
ていきたい。
　本年度、文系進学希望者による基礎課題研究では、第１学年正副担任の中から国語３名、
地歴・公民１名、保健・体育１名、英語３名の教員が担当した。はじめに各担当者が研究の
大枠を設定し、研究方法や研究の方向性を提示した後、生徒の各自の興味に従ってさらに４
名程度のグループに分かれた。各グループは与えられた研究の大枠の範囲内で新たな課題を
設定し、必要に応じてさらに情報収集や文献読解、周辺知識の習得等を行いながら研究を深
めた。最後にポスターセッションを行い研究の成果を発表した。基礎課題研究の流れは以下
の通りである。

　半期のみの授業であり、十分な時間がなく、資料を取り扱う能力や文献の読解力も十分でな
いため、研究内容も十分なものとは言い難い。しかし、与えられた資料の範囲内での彼らなり
の結論を導き出す事ができ、２学年での探究活動につながるスキルの習得がなされた。
　指定２年次の昨年度から、理系進学希望の生徒には探究活動の基礎基本となる実験操作の習
得を重点的に行うことを主眼とし実験講座（化学）に取り組んでいる。１学年で化学基礎を履
修しているため、履修内容を考慮した実験を体験し、中和滴定を通じて、実験の技能や考察の
ポイントを習得させることができた。なお実験講座は、２学年での「課題研究」では物理分野、
生物分野で実施している。

　１．３．「プレゼンテーション＆ディスカッション」（第１学年普通科、理数科・１単位）
　 　［１］研究の目的

　・英語での発表の準備、および発表を通して、英語による資料収集の方法、科学英語の読解、
情報機器を用いた発表の方法を学ぶ。

　・第１学年に言語能力と発表のための手法を育成する学校設定科目の設置が有効であること
を実証する。

　 　［２］研究内容・方法・検証
　情報の取扱い、コンピューターの基本的操作方法を学習し、英語による論理的な説明能力
を育成する。科学的なトピックを与え英語で発表し、発表に対して質疑、討議を行った。ルー
ブリックを使用した評価を行うと共に、授業アンケートで成果を検証した。
　学習目標
　・英語で発表し、英語で討論する力を身につける。

課題の発見
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　・プレゼンテーションソフトを活用して英語での発表を行う力を身につける。
・身のまわりの問題や事象に関する科学的な見方や考え方を養う。

《「プレゼンテーション＆ディスカッション」年間計画》

月 学  習  分  野 内　　　　容
４月 情報の取扱について

情報機器の操作
　コンピューターを使用した実習を通して、使
用する上での危険性や問題点、基本的操作につ
いて学習する。

５月 英語によるプレゼンテーション①
（以下「英語表現Ⅰ」と連動）
“Presenting Komatsu”

　グループによる英語の発表を通して、プレゼ
ンテーションの手法及び、プレゼンテーション
ソフトの使用法を学ぶ。

６月

７月 英語によるプレゼンテーション②
“Presenting a Scientific Process”
（1） Water Cycle
（2） The Lifecycle of a Star
（3） How the Dinosaurs Went Extinct
（4） Photosynthesis
（5） Earthquake

　表計算ソフトを使用して、統計処理の方法を
学び、プレゼンテーションに活用する方法を学
ぶ。
　科学的事象に関する５つのテーマを各グルー
プ（４名）に１つずつ割り当て、それぞれが、
異なるページを読み、グループで英語のプレゼ
ンテーションにまとめる。

10月

11月 英語によるプレゼンテーション③
“Presenting a Scientific Article”
（1） Exomoon　　（2） Bees
（3） Stereotypes and Memory
（4） Hurricanes　 （5） Fake News

　自然科学的・社会科学的事象に関する５つの
テーマを各グループ（４名）に１つずつ割り当
て、それぞれが同じ記事を読み、内容について
感想を共有し、グループで英語のプレゼンテー
ションにまとめる。

12月

1 月 英語によるプレゼンテーション④
（個人）

　情報を適切に取り扱い、分かりやすく発表を
する力を育成してきた１年間の集大成として、
各自が選んだテーマで、個人のプレゼンテー
ションを英語で行う。

2－3
月

　「プレゼンテーション＆ディスカッション」の教育課程上の位置づけ
　３年間の学習体系を確立するため、日本語・英語の両言語を使用した論理的な文章の書き
方を学ぶ。また、英語による発表を通して、課題研究に必要な発表能力、言語能力を育成する。

　 　［３］成果と課題
　本年度は、発表会が終わる度に生徒がルーブリックを使った自己評価を行い、次の発表会
に向けてルーブリックの各項目の達成を目標に準備をすすめる、という流れを確立すること
ができた。そのために、昨年度以上に生徒が発表会に向けて自主的に練習する様子が見られ、
各自の発表のレベルが向上した。
　また、ＡＬＴ（外国語指導助手）を含めた英語科全員で、指導方法と教材の再検討を行っ
た。その結果、全クラス共通のプリントを用いた準備の指導方法が確立し、科学的テーマに
関する英文教材（オーセンティックマテリアルを使用）に関しては、より発表に適したテー
マになるように一部を変更した。来年度は、アンケート調査の結果をもとに、生徒の意見を
反映したルーブリックの改訂を行いたい。

１．４．「課題探究Ⅱ」（第２学年理数科・２単位）
　 　［１］研究の目的

　理科、数学の課題研究を行い、「科学的探究力」を育成する。また、日本語、英語による
発表の機会を多く設け「表現力」育成を目指す。

　 　［２］研究開発の内容・方法・検証
　グループに分かれて課題解決のための調査・実験・考察を行った。また、その成果を、校
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内・校外において口頭発表またポスターセッションで発表（日本語および英語）した。終了
後の生徒の様子やアンケート調査、および研究内容からその成果を検証した。
　学習目標

　生徒の主体的な研究を通して、自然の事物・現象を探究する方法を習得させ、科学的探
究力を高める。また、研究成果を創意工夫してまとめ、発表することにより、他の多くの
人に得られた情報を共有してもらうための自己表現力を高める。

《「課題探究Ⅱ」年間指導計画》

学  習  内  容 学 習 の 目 標

一　
　

学　
　

期

・開講式
・テーマ、研究手法について
（第１学年の総合科学の継続、指導
教員を交えて班内で議論）

・研究の背景、概要の理解
・研究内容の明確化
・実験に必要な器具や薬品の準備
・計画に基づいて実験や観察
・データの収集、記録の保存

・第１回グループ別報告会
　（第１回中間報告会）

・興味・関心を明確にし、テーマを練り直す。
・課題研究の目的、意義、手法を理解し、必要な

情報の収集法を学ぶ。
・課題探究の１年間の流れを把握する。 
・研究目的や内容を理解する。
・実験計画の手法や、必要な機材の入手法、操作

法などを学ぶ。
・研究の進め方、記録、実験の方法などを学ぶ。
・班内で討議し、研究を深める手法を学ぶ。
・データのまとめ方および説明の方法を学ぶ。
・大学の先生方を招いて、現在の進捗状況を説明

し、助言を頂き、研究の計画を練る。

二　
　
　
　

学　
　
　
　

期

・第２回グループ別報告会
　（第２回中間報告会）

・第１回報告会から現在までの進捗状況や今後の
方針の確認と相談を兼ねて、専門的な視点から
大学の先生方から再度指導を仰ぐ。

・講義　「プレゼンテーション＆スラ
イド作成講座」

・研究の整理
・内容を深めるために研究の継続
・大学教員による研究方法の指導
・研究結果の分析・まとめ
・発表要旨の作成

・効果的なプレゼンテーションを行うためのスラ
イド作成のポイントを理解する。

・研究の姿勢を学ぶ。
・繰り返しデータをとることで、再現性を確認す

る。
・統計処理も含めた分析と考察を行い、研究成果

をまとめる。

・プレゼンテーションの準備
・短時間で伝えるための発表の練習
・客観的な評価に基づくスライドの修

正
・校内発表会およびその運営
・講義「ポスター作成講座」 
・発表用ポスター作成
・ポスター発表会
・石川県ＳＳＨ生徒研究発表会参加
・韓国の科学交流校での発表準備
・英語版ポスター作成（韓国での発表）

・効果的な発表の仕方、手法を学ぶ。
・客観的な評価を聴き、より効果的なプレゼン

テーションの方法を考える。
・発表会の運営方法を学ぶ。 
・ポスターの作成方法と発表方法を学ぶ。
・ポスター発表を通して、双方向の意見交換によ

るコミュニケーションを行う。
・他校の発表から研究の着眼点、進め方、発表方

法を学ぶ。
・専門用語を正確に英語で表現する。 
・繰り返し練習して、英語でポスターセッション

できるようにする。
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三　

学　

期

・講義「論文作成講座」
・論文作成（研究内容を形式の整った

論文の形に再度まとめる）
・口頭発表会用のスライドの英訳
・英語による発表の練習・研究発表会

・論文作成のルールと効果的な作成手法を学ぶ。
・英語での表現の手法、発表の仕方を学ぶ。
・専門用語を正確に英語で表現する。
・英語で発表ができるよう練習する。
・英語発表会を開き、ＡＬＴや友人の前で発表す

る。

　 　［３］成果と課題
　・本年度も一人一冊研究ノートを持ち、研究論文も一人一本作成することとした。昨年度、

中間報告会や運営指導委員会で、研究ノートの積極的な活用について意見をいただいたの
で、今年度は定期的に担当教員に研究ノートを集めて点検してもらうようにした。この結
果、研究ノートを活用していると答えた生徒が昨年度77.4％から今年度81.6％へ増加した。

　・アンケートの調査から、「課題に応じてうまく探究することができた」について肯定（や
や肯定を除く）と答えた生徒の割合が昨年よりも約10ポイント、「科学的探究力が増した」
については約20ポイント高くなった。これは、本年度は１年時の「課題探究Ⅰ」で生徒達
が大学の先生による課題研究の進め方についての講義を受けたことから、課題研究に対す
る意識が高まり、例年よりも早めにテーマ設定を行うことができ、積極的に課題研究に参
加できたことによるのではないかと考えられる。また、年２回の中間報告会では大学の先
生の数をしぼり、先生1人あたりにおける相談・助言の時間を十分にとったことについて、
研究を進める上で生徒たちからはとても好評であった。次年度も大学の先生と十分な意見
のやり取りが行える場を多く持てるよう計画したい。

　　○こまつ研究サポートプログラム

　課題研究に対する大学・企業からの指導助言を拡大し、さらにタイミング良く行うために「こ
まつ研究サポートプログラム」を立ち上げ、大学・企業による支援体制の整備に取り組んだ。指
導の中心は本校教員であるが、必要な時に各連携先の「こまつ研究サポーター」に依頼して、タ
イミング良く適切な指導やアドバイスを得る。

　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　１．５．「課題探究」（第２学年普通科・１単位）
　 　［１］研究の目的

　課題研究への取り組みを通して、知識を活用して課題を解決する能力とともに、主体的な

 

 

 

小松高校 

課題探究Ⅱ・課題探究

人文科学課題研究Ⅰ

連携先 
 JAIST 
(北陸先端科学技術大学院大学) 

 金沢大学 
 金沢工業大学 
 石川県立大学 
 その他 
  全国の大学 

連携先 
 小松製作所 
 小松マテーレ 
 ｻｲｴﾝｽﾋﾙｽﾞこまつ

 その他 
  県内の企業 
  県外の企業 
  研究所 課題探究Ⅰ・総合科学

探究基礎 

課題探究Ⅲ・科学探究

人文科学課題研究Ⅱ 

こまつ研究サポートプログラム概念
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学習態度を養う。また、校内ポスター発表会を通して、表現力を育成する。
　 　［２］研究内容・方法・検証

　第２学年普通科の全生徒が課題研究の効果的で充実した取り組みを行うための指導方法
を研究した。１クラスを３名または４名の教員が担当（教員１人が３～ 15名の生徒を担当）
して、課題研究に取り組んだ。理系の生徒は、はじめに数学活用講座、物理･生物実験講座
を実施したのち、探究活動に移行した。
　ルーブリック等によるパフォーマンス評価および生徒、教員に対するアンケート調査の結
果をもとに検証を行った。

《「課題探究（理系）」年間計画》

月 学  習  内  容 学　習　目　標

４月

５月

・全体ガイダンス
・数学活用学習

・教科の目的、１年間の流れを理解する。
・身の回りの課題を数学的に考察することで数

学の有用性を実感させ、数学的な見方や考え
方を身につける。

６月

７月

・実験講座（物理・生物）
　ばね定数の測定、木片の密度測定
　光合成色素の薄層クロマトグラフィー
・研究分野希望調査および班分け

・物理、生物の基本的な実験に取り組むことに
より、基礎的な実験技能を身につける。

９月

10月

11月

・探究活動
　テーマ設定、情報検索

先行研究調査、実験、観察、情
報収集、分析、まとめ

・知識を習得し、課題の設定方法を学ぶ。
・研究の進め方、実験方法、情報収集の方法、

データの記録方法を学ぶ。

12月

１月

２月
３月

・発表準備および発表会
　ポスター作成
　発表練習
　ポスター発表会
・論文作成
　振り返り

・ポスターの作成方法および発表方法を学ぶ。

・論文の作成方法を学ぶ。

　 　［３］成果と課題
　２年生普通科の全生徒が課題研究に取り組む「課題探究」であるが、今年度は数学、理科、
英語、国語、地歴公民に加えて体育の教員が指導を担当して実施した。
　普通科理系では４クラスの生徒約160名に対して、数学教員４名、理科教員８名、保健体
育教員１名が、教員１名あたり３名から15名の生徒を担当した。生徒は数学、物理、化学、
生物、保健体育から希望する研究分野を選択し、分野ごとに最大３グループ（１グループ３
～５名）に分かれ、合計15時間程度の探究活動に取り組んだ。昨年度と同様に、研究を開始
する前に、基礎知識や実験技能を習得するために、数学活用学習および物理・生物実験講座
を実施した。授業時間数は週1時間であるため、理数科のように十分時間をかけた取り組み
をすることはできなかったが、それぞれのグループが、興味のあるテーマについて意欲的に
研究活動に取り組んだ。１年次の「探究基礎」における実験講座（化学）の経験が生かされ、
昨年度よりも生徒がスムーズに実験、実習に取り組んでいた。アンケート調査の結果、90％
以上の生徒が「知識・技能を課題に対して活用する能力が身についた」「探究力（課題を設
定する力、実験や調査によって情報を収集する力、整理・分析する力）がついた」と回答し



― 21 ―

た。このことから、課題研究は生徒の主体的に考える態度を育成するために有効であること
がわかった。
　普通科文系では生徒約91名に対して、英語教員２名、国語教員２名、地歴公民教員２名に
本年度は保健体育教員１名が加わり教員1名あたり10名から15名の生徒を担当した。生徒は
英語、国語、地歴公民、保健体育から希望する研究分野を選択してグループを作り、それぞ
れが設定した独自のテーマについて、クラスごとに週1時間の探究活動を４月から２月まで
行った。関心のあるテーマについて、主体的・協働的に楽しく取り組む姿が見られた。
　昨年度明らかになった課題点である教員一人の担当生徒数が多い状況は、体育教員が加わ
ることによってやや緩和された。また、本年度は昨年度指導した経験を持つ教員が多く、指
導力が向上したことによって、教員が感じる負担感もやや軽くなった。さらに、担当者会議
を複数回開催することによって、担当教員の指導意欲や課題研究に対する意識の持ち方も全
体的に向上した。一方、指導する教員数や実験機材が不足している状況は継続している。こ
れらをすべて改善するのは難しいが、指導方法や事前に行う数学活用講座、実験講座の改良
を図ることにより、より充実した課題研究にしていきたい。

　１．６．「人文科学課題研究Ⅰ」（第２学年普通科人文科学コース・２単位）
　 　［１］研究の目的

　本校文系の生徒のうち、難関大学を希望する生徒について人文科学コース１クラス（40名）
を設け、情報化、グローバル化した国際社会の中で、地域の経済や文化を理解しつつ、積極
果敢なチャレンジ精神を持ち、広い視野に立って活躍できる社会のリーダーを育成する。

　 　［２］研究開発の内容・方法
　特色ある学校設定科目と教育活動を通して、多元的な視点で物事を考える思考力と探究力
を涵養し、確かな学力をつける。地域の教育力を活かして人間力を高める。

《「人文科学課題研究Ⅰ」年間指導計画》

学  習  内  容 学 習 の 目 標

一　
　

学　
　

期

・課題研究開講式
・テーマ、研究手法について
　（指導教員を交えて班内で議論）
・研究の背景、研究内容の概要の理解
・研究内容の明確化

・課題研究の１年間の流れを把握する。
・各自の興味・関心を明確にしつつ、班でテーマ

を設定する。
・課題研究の目的、意義、手法を理解し、必要な

情報の収集法を学ぶ。
・研究目的や内容を理解する。

・県内企業講座

・京都大学研究室訪問

・課題研究中間発表会

・県内に本社を置き、海外に事業展開している企
業の経営者の話を聞き、視野を広げる。

・大学での研究について教授や大学院生に学び、
本校卒業生との対話を通して意欲を高める。

・中間発表会に大学教授・大学院生を招いて、助
言をお願いし、これからの研究の方向性を確認
する。

二 

学 

期

・研究の進展

・発表用ポスター作成
・短時間で伝えるための発表の練習

・中間発表会を踏まえて、研究をより良い方向に
導き、客観的な資料に基づいた研究の深化を図る。

・効果的なプレゼンテーションを行うためのスラ
イド作成のポイントを理解する。
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・課題研究プレ発表会

・海外交流研修（台湾）

・８グループのうち１グループを選抜し、石川県
の合同発表会で発表する。

・海外の高校生との交流を通して人間的成長を促
し、異文化を素直に受け入れ、両国間の文化的
差異や共通性を追究し、また自らの郷土や国家
についても深く考える。

三 

学 

期

・課題研究最終発表会

・英語文献を利用した学習

・中間発表会・プレ発表会をふまえてより完成度
の高い発表を行う。

・研究内容を英語で発表できることを目指して、
英語文献を利用する。

　 　［３］成果と課題
　生徒自らがテーマを決め、調べたことをもとに仮説を立て、考察し、議論して結論を導き
出す活動を週２時間実施し、年間３回の発表会を行った。８月の中間発表会では小松大学の
教授と大学院生を招いて助言をしていただいた。12月のプレ発表会ではルーブリックによる
評価を行い、併せて石川県合同発表会の代表の選抜も行った。１月の最終発表会では県内の
高校・中学校の先生に加えて学校評議員の方々、保護者、加賀地区の高校のＡＬＴ、さらに
近隣中学の２年生も参加した。この課題研究を通して、探究力やコミュニケーション能力等
を十分に高めることができた。
　課題研究と並行して校外での活動も積極的に行ってきた。７月の京都大学研究室訪問では、
教授・大学院生・本校卒業生との交流を通して「学ぶ楽しさ」「グループで学ぶ意義」を体
感した。この経験が１年間の課題研究を進めていく上で大きな指針となった。９月の関東
ヒューマンセミナーでは、東京大学、官公庁、企業、文化施設等を訪問して、そこで働く人
たちと生徒たちが直に話し合う場を設けた。そのことにより生徒たちは視野が広がるととも
に、物怖じせずに社会人とも話せるようになった。この経験が課題研究発表会での質疑応答
に反映された。１月の課題研究最終発表会でも生徒たちは堂々と発表し、積極的に質問し、
議論を楽しんでいた。このように校外での活動と校内での課題研究が、発表会という場面で
有機的につながっている。
　今後はさらに地域の企業や教育機関の協力を得て、最終的には地域に成果を還元できるよ
うな課題研究を目指していかねばならない。

　１．７．「人文科学課題研究Ⅱ」（第３学年普通科人文科学コース・１単位）
　 　［１］研究の目的

　人文科学コース１クラス（40名）の生徒を対象に、人文科学課題研究Ⅰで身につけた能力
をさらに深化させ、将来の進路実現につなげる。

　 　［２］研究開発の内容・方法
　特色ある学校設定科目と教育活動を通して、多元的な視点で物事を考える思考力と探究力
を涵養し、確かな学力をつける。グローバル化した社会で活躍できるようにコミュニケーショ
ン能力も充実させる。
　《「人文科学課題研究Ⅱ」年間指導計画》

学  習  内  容 学 習 の 目 標

一
学
期

・課題研究開講式
・グループ決定
・プロジェクト①

・課題研究の１年間の流れを把握する。
・各自の興味・関心を明確にしつつ、グループで

テーマを設定する。
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・研究活動
・発表練習
・プレゼンテーション

・研究目的や内容を理解する。
・研究を深める。
・効果的な発表を行う。

二
学
期

・個別研究
・研究活動
・発表練習
・プレゼンテーション

・３年間の課題研究の総仕上げとして個人の研究
を行う。

・大学での学びを意識しつつ、進学の動機付けと
する。

　 　［３］成果と課題
　２年次では１年間で１つの課題研究を行ってきたが、３年次では短い期間で複数の課題研
究を行った。将来の進路決定に向けて、複数の研究を通して自らの興味関心の対象を明確に
するともに、自らの適性を見極めることができた。具体的な成果は進路実績に反映されるも
のと考えている。

　１．８「科学探究」（第３学年普通科・１単位）
　 　［１］研究の目的

　第２学年の「課題探究」で取り組んだ課題研究をふまえて、より発展的な学習内容に取り
組むことにより、科学的探究力、問題解決力をさらに育成させる。また、生徒の自然科学お
よび社会科学に対する興味関心の向上につながる教科融合・領域融合型学習のための効果的
な教材の開発を行う。

　 　［２］研究開発の内容・方法・検証
　第３学年普通科の全生徒が効果的に教科融合・領域融合型の学習に取り組むための指導方
法を研究した。理系では、探究的・発展的な実験、実習を中心とした授業を通じて、科学的
探究力、問題解決力、データ処理能力の育成を図った。文系では、国際貢献を軸にして探究
活動を行うことで、教科・科目の枠組みを超えた、思考力の育成を図った。
　生徒が作成するレポート、筆記テストの結果および生徒、教員に対するアンケート調査の
結果をもとに検証を行った。

≪「科学探究」年間指導計画≫

学  習  内  容 学 習 の 目 標

一　
　

学　
　

期

《化学分野》
実験　金属イオンの確認
実験　硫酸と硫化水素

実験　金属イオンの分離

実験　未知試料の分析

・溶液中の含まれる金属イオンを同定する。
・硫酸の性質を調べる。硫化水素と金属イオンの

反応について調べる。
・系統分離の手法を用いて金属イオンを分離し、

確認する。
・無機化学の基礎知識を活用して、グループで実

験方法を考え、実験し、結果を分析・考察し、
レポート形式にまとめる。

大学教員による特別講義
「熱揺らぎの物理学と生体ナノマシン」

・大学教員から講義を受けることにより、研究に
対する興味関心および学ぶ意欲の伸長を図る。

・大学の様子や研究分野について知ることで、将
来の進路選択のための情報を得る。
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二　
　
　

学　
　
　

期

《物理分野》
実験　ばね振子の周期測定

実験　反発係数の測定

実験　光の干渉（ヤングの実験）

実験　クインケ管

《生物分野》
実験　DNAの電気泳動

実験　大腸菌の形質転換実験

・ばね振り子の周期を測定し、ばね定数の計算方
法を見出す。他の方法を考案し、誤差の考察を
する。

・スーパーボールを机面に落下させ、衝突音の時
間間隔を測定することにより、反発係数を求め
る。

・複スリットと回折格子による光の干渉縞を比較
し、その違いについて考察する。

・クインケ管を用いて音の干渉を観察し、音の波
動性を理解する。条件による変化を考察する。

・ウィルスDNAを制限酵素で切断し、電気泳動
によってDNA断片の大きさを分析する。

・既存の遺伝子組換え実験キットを用いて、オリ
ジナルの目的を設定して実験を行う。

　 　［３］成果と課題
　今年度から新たにスタートした「科学探究」では、これまでに開発した教材を有効に活用
しながら、領域融合科目としての教材開発を目指した。
　例えば実験「反発係数の測定」において、スーパーボールが床に衝突する時間間隔が指数
関数的に振る舞うことを利用して、反発係数を求める。このような実験に取り組むことを通
じて、数学を活用してデータを分析したり、現象を解析したりする能力を身につけることが
できた。また、課題解決における数学の重要性を認識させることができた。また、昨年度に
引き続き、大学教員による特別講義を実施した。講義内容は生物物理学に関するものであっ
たため、先端的な科学技術の世界においても、様々な分野の知識、技術を異分野に対して互
いに活用する能力が必要であることを実感できた。文系では、実際に自分が行う国際貢献を
軸とすることで、自分の立場で思考することができた。
　授業後に実施した生徒のアンケート調査では、約９割の生徒が積極的に参加し、授業を通
じて理科に対する理解を深めることができたようである。「科学探究」は、生徒の理解を深
めたり、興味・関心を高めたりする上で、有効であったといえる。また、数学と物理学、化
学と社会科学といった科目融合的な教材を開発、実践することによって、より現実的な課題
の解決のための方法を学ぶことができた。
　理数科と比較して対象となる生徒数が多いために、実験操作やレポートの書き方について
の指導を十分に行うことが難しかった。次年度は、指導方法を工夫しながら、改善を図りた
い。また、より多くの効果的な領域融合科目の教材開発に努めたい。

２．課外活動

　探究活動を充実させるため、第１学年、第２学年において、以下に示す課外活動を実施した。
教室の中で体験することが難しい野外実習、大学や研究機関の研究室見学、国際交流などを通
して、主体性や学習意欲を高め、英語によるプレゼンテーション能力および国際性の伸長を図る。

２．１．野外実習（第１学年理数科、普通科希望者）
　 　［１］研究の目的

　生物分野と地学分野を中心とした実習を行うことで、実物を間近に見るとともに、直接触
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れることにより観察力を高め、科学的探究力を育成する。また、グループで実験・実習を行
うことで、協調性等の人間力を育成することを目標とする。さらに、宿泊を伴った継続的実
験を行うことで自主性を育成する。

　 　［２］研究開発の内容・方法・検証
　１泊２日のプログラムにおいては、能登の海岸で生物分野の実習を行い、試料の採取、扱
い方の学習を行った。本年度の参加者は理数科のみの40名であった。また、別日程で、金沢
の大桑層で地学分野の実習を行い、地質調査を行った。参加者は理数科20名であった。
　検証は実習中の生徒の観察、実習中の研究内容、終了後のアンケート調査から行った。

　 　［３］成果と課題
　・安全面の確保のためにも、事前の下見や施設関係者との打ち合わせ等を入念に行った。観

察・実習をより充実させるため、金沢大学との連携のもと大学院生にTAとして参加して
もらった。実習中は、安全確保のみならず、彼らとの質疑応答を通じて大学でのその分野
の研究の一端にも触れることができ、生徒たちも良い刺激を得ることができた。

　・本年度は理数科１年生全員が生物を履修したため、丁寧な事前事後研修を行うことができ
た。昨年同様ウエットスーツ着用のもと熱心に採集を行い、事前研修から得た知識により
多くの生物を採集することができ、充実した実習を行うことができた。

　・地学野外実習は夏季休業中に行い、昨年度から11名増加の20名が参加し、充実した実習を
行うことができた。今年は理数科1年生全員が生物を履修していたが、生物野外実習を体
験し、これを踏まえてさらに地学を学んで体験してみたいという知的好奇心の高まりが
あったため参加人数が増加したと考えられる。

　　〈研修の日程〉
期　　日 内　　　　容

事前研修
７月（生物分野） ・実習の際に必要な基礎知識の習得
８月（地学分野） ・安全指導、注意事項

生物実習

７
月
26
日

午前
・内浦海岸にて海洋生物採集
・のと海洋ふれあいセンターの館内見学

午後 ウニの人工受精、発生実験・観察

夜間 ウニの発生実験・観察
７
月
27
日

午前 海洋生物観察、ウニの発生実験・観察

午後 ウニの発生実験・観察

地学実習 ８月23日 大桑層にて地質調査

事後研修 ８月、９月 レポート作成

　２．２．関東サイエンスツアー（第１学年理数科）
　 　［１］事業の目的

　・第一線の研究者・技術者等から直接講義や実習指導を受けることで、科学技術に関する興
味・関心を高め、主体的に学ぶ意欲を育てる。

　・校外行事を通して研究する態度を学ぶと共に、集団生活を通して人間力の向上を図る。
　 　［２］内容

　自然科学への興味・関心を喚起し、科学的探究力を育成するため、サイエンスツアーを理
数科40名対象で実施した。一昨年度より、別日程で実施される全国ＳＳＨ生徒研究発表会へ
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日帰りで見学に行くため、生徒の負担軽減および学習時間の確保のため、本事業は１泊２日
の日程としている。

　 　［３］成果と課題
　実施後に行ったアンケート調査の結果では、各施設において肯定的な回答（「大変よかっ
た」、「よかった」）が100％であった。「研究者と直接対話できる」、「最先端の研究を間近に
見られる」点が良かったようである。科学的探究力についての問いに対しても、肯定的な回
答が100％となり、良好な結果となった。
　最先端の科学研究に触れることにより、生徒の科学的探究力を育成することができた。生
徒の希望が多い研究内容の機関や、１年生の段階でも理解しやすい研究機関と提携し、訪問
先で見学する内容と理解が十分うまくかみ合う行事にすることが重要である。
　実施期間が移動を含めて１泊２日と短く、例年厳しいスケジュールとなっている。本年度
の東京大学での研修では、駒場キャンパスには行かず、全員が本郷キャンパスで研修を行っ
た。今後とも、研修内容・時間と移動距離・時間を効率よく改善する必要がある。

〈研修の日程〉

期　　日 内　　　　容

事前研修 ６月上旬 事前研修、報告書の作成方法、研修先についての学習

研修当日 1 日目 午前 上野国立科学博物館で研修

午後 東京大学　研究室研修
（素粒子・電子情報・有機化学・生命工学に分かれて
研修）

夜間 研修内容の復習、翌日の研修内容の予習

2 日目 午前 東京工業大学すずかけ台キャンパス（フロンティア材
料研究所・生命理工学院に分かれて研修）

事後研修 10月上旬～中旬 報告書原稿作成、研修先に送付

　２．３．工学部実験セミナー及び英語発表（第２学年理数科）
　 　［１］研究の目的

　・大学教員の指導のもとで、設計、製作、強度実験、データ分析等の、ものづくりの体験活
動を通して、科学的探究力を養う。

　・海外の生徒も含めたグループ活動を行い、主体的・協働的な学びを実践する。
　・強度実験・強度シミュレーションソフトのデータ分析から得られた成果を英語の原稿やス

ライドにまとめ、ＡＬＴ及びＪＴＥの指導のもとプレゼンテーションを行うことで表現力
の育成を図る。

　 　［２］内容
　金沢工業大学と共同企画した「橋づくり実験セミナー」において、本校との共同研究のた
めに来日している８名の韓国大田科学高校の生徒と本校生徒とで混合のグループを４つ作
り、合計12グループで活動を行った。橋のモデルを作成し強度実験を行った後、実験結果を
ＡＬＴ（７名）及びＪＴＥの指導のもと英語で発表した。セミナー全体の説明も英語で行わ
れ、生徒にはグループ内でも、宿舎での活動も含めて英語でのコミュニケーションを求めた。

　 　［３］成果と課題
　韓国の生徒と、どのような橋を作るかを英語で議論しながら、工夫を凝らし橋の模型を作
成した。本校生徒は、韓国生徒の高い英語力と、豊かな創造性に大いに刺激を受けていた。
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英語のプレゼンテーションでは、即興性が求められることに戸惑う生徒も見られたため、来
年はより事前学習を充実させて、各活動の目標をしっかりと伝えていきたい。

　 
２．４．韓国との共同研究・合同合宿（第２学年理数科）

　 　［１］事業の目的
　韓国大田科学高校生徒との共同研究、英語による発表や意見交換を通して国際性、自己表
現力や英語による研究能力を育成する。

　 　［２］内容
　８月に韓国大田科学高校の生徒が来日し、共同研究のための合宿を行った。その後、メー
ル等によるデータ交換を行い、本校生徒の韓国訪問時の発表に向けて、両国で研究を進めた。
本年度は以下の二つのテーマに関して研究を行った。

（A） Exploring the Most Effective Wave Dissipating Block in Heaving Seas
 　「波打つ海における最も効果的な波消しブロックの探究」

（B） Exploring Energy Harvesting Technology, Using the Static Electricity of Rain
 　「雨の静電気を用いた環境発電の技術の探究」

　 　［３］成果と課題
　本年度は、韓国生徒から提示された研究テーマに関して、共同研究班の生徒で昨年度以上
に時間をかけて合同合宿前に話し合い、情報収集を行った。そのため、合同合宿当日には、
韓国生徒の英語での説明に対してもしっかりと対応し、自分たちの意見を述べることができ
ていた。コミュニケーションが円滑に進んだため、その後の共同研究のやり取りも非常に充
実したものとなった。

　２．５．韓国での科学研修と科学交流・研究発表（第２学年理数科）
　 　［１］事業の目的

　学校設定科目「課題探究Ⅱ」で取り組んだ研究内容を英語でプレゼンテーションをしたり、
韓国の生徒の研究を聞いて英語で質疑、討議をしたりすることにより表現力を高める。また、
韓国の高校生との交流の中で様々な刺激を受けながら、英語を通した科学交流により、英語
による研究能力を高める。

　 　［２］内容
　指定２年次の昨年度より、日本・韓国・ロシアの３カ国の生徒が参加する国際的なポスター
プレゼンテーションを行っている。日本と韓国の共同研究のポスターが２枚、韓国の生徒に
よるポスターが34枚、日本の生徒によるポスターが４枚、ロシアの航空宇宙中等教育学校の
生徒によるポスターが４枚、計44枚のポスターを発表会場（体育館）に設置し、各ポスター
の前では、説明に引き続き、活発な質疑応答が行われた。

《課題研究発表（本校生徒）》
The Relationship between a Baseball Bat’s Vibration and the Location of its Sweet Spot

「バットの振動と芯の位置について」
The Control of a Paramecium’s Movement with Metal Ions

「金属イオンによるゾウリムシの操作」
A String Telephone’s Best Frequency to Transmit Sound

「糸電話の共鳴振動数に影響を及ぼす要因について」
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共同研究発表（上記・大田科学高校生徒）

Exploring the Most Effective Wave Dissipating Block in Heaving Seas

Exploring Energy Harvesting Technology, Using the Static Electricity of Rain

＜研修の日程＞
１ 12月16日（日） 小松空港　→　ソウル仁川国際空港　→　大田科学高校打合せ

大田泊

２

　　17日（月） 大田科学高校にて科学交流
　・ポスタープレゼンテーション

（本校生徒による学校・ＳＳＨ活動の紹介/本校生徒による課題研
究発表/両校共同研究発表/韓国、ロシアの生徒による科学研究発
表/発表に関して質疑・討論）
　・施設見学
昼食後、近隣施設見学（大田科学高校の生徒と共に）
　①韓国先端科学技術大学（KAIST）
　②韓国電子通信研究院（ETRI）
大田泊

３
　　18日（火） 　ＫＴＸ利用によりソウルへ移動

　国立果州科学館見学（グループ別自主研修）
ソウル泊

４ 　　19日（水） ホテル　→　ソウル仁川国際空港　→　小松空港　→　学校着

　 　［３］成果と課題
　本年度はポスター発表の数が24から44へと倍増し、昨年度以上に活発に、発表、質疑応答、
ディスカッションが行われた。また、本校の発表担当生徒たちは、事前に十分に練習をして
臨み、ほとんど原稿を見ずに、聞き手の反応を確認しながら発表することができていた。研
修の参加生徒からは、自分たちの研究をより深く探究していきたいという気持ちになったと
いう意見が多く聞かれ、非常に充実した研修にすることができた。

　３．必要となる教育課程の特例等

　　【理数科】

　　課題研究・探究学習の時間を確保するため、学校設定科目で以下の科目を代替する。
　・必要となる教育課程の特例とその適用範囲

学科 開設する科目名 単位数 代替科目名 単位数 対象
理数科 プレゼンテーション＆

ディスカッション
１ 社会と情報 ２ 第１学年

総合科学 ２ 社会と情報 ２ 第１学年
保健 １
家庭基礎 １
総合的な学習の時間 ３

課題探究Ⅰ １ 社会と情報 ２ 第１学年
課題探究Ⅱ ２ 課題研究 １ 第２学年
課題探究Ⅲ １ 総合的な学習の時間 ３ 第３学年
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ア　学校設定科目「プレゼンテーション＆ディスカッション」、「総合科学」、「課題探究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」
には以下の内容等が含まれており、「社会と情報」２単位分を代替する。

　・情報の活用と表現（情報のディジタル化、情報の表現と伝達）
　・情報通信ネットワークの活用とコミュニケーション
　・情報社会の課題と情報モラル、情報化が社会に及ぼす影響と課題、情報社会における法と個

人の責任
　・望ましい情報社会の構築（情報システムと人間、情報社会における問題の解決）
イ　学校設定科目「総合科学」には以下の内容等が含まれており、｢保健｣ １単位分を代替する。
　・健康の考え方、健康の保持増進と疾病の予防、薬物に関する基礎知識等
ウ　学校設定科目「総合科学」には以下の内容等が含まれており、｢家庭基礎｣１単位分を代替する。
　・生活の自立及び消費と環境（食事と健康、被服管理と着装、住居と住環境等）
エ　学校設定科目「課題探究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」には以下の内容等が含まれており、「課題研究」１単

位分を代替する。
　・特定の自然の事物、現象に関する研究　　　　・自然環境の調査に基づく研究
　・科学や数学を発展させた原理・法則に関する研究
オ　学校設定科目「総合科学」「課題探究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」には以下の内容等が含まれており、「総合

的な学習の時間」３単位分を代替する。
　・自ら課題を見付け、学び、主体的に判断し、問題を解決する能力の育成
　・問題の解決や探究活動に主体的、創造的、協働的に取り組む態度の育成

　・教育課程の特例に該当しない教育課程の変更

〇開設する学校設定科目
ア　「スーパー理数数学」（３単位）

　「理数数学Ⅰ」「理数数学Ⅱ」の内容の概念、原理、法則などについての理解を深め、論理的
思考力と表現力の育成を図る。

イ　「理数物理探究」（４単位）
　「理数物理」の発展的学習として、特に力学と電磁気学についてより深く考察し、さらなる
思考力を育成する。

ウ　「理数生物探究」（４単位）
　「理数生物」の発展的学習として、特に生物現象と物質、生物の分類と進化、生物の集団に
ついて、最新の生命科学技術等についても触れながら、思考力を育成する。

　【普通科】

　課題研究・探究学習の時間を確保するため、学校設定科目で以下の科目を代替する。

　・必要となる教育課程の特例とその適用範囲

学科・コース 開設する科目名 単位数 代替科目名 単位数 対象
普通科
理系・文系

プレゼンテーション＆
ディスカッション

１ 社会と情報 １ 第１学年

探究基礎 １ 社会と情報 １ 第１学年
総合的な学習の時間 ３

課題探究 １ 総合的な学習の時間 ３ 第２学年
科学探究 １ 第３学年
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普通科
人文科学コース

プレゼンテーション＆
ディスカッション

１ 社会と情報 １ 第１学年

探究基礎 １ 社会と情報 １ 第１学年
総合的な学習の時間 ３

人文科学課題研究Ⅰ ２ 総合的な学習の時間 ３ 第２学年
人文科学課題研究Ⅱ １ 第３学年

ア　学校設定科目「プレゼンテーション＆ディスカッション」、「探究基礎」には以下の内容等が
含まれており、「社会と情報」を代替する。

　　◦情報の活用と表現
　　◦情報社会の課題と情報モラル
　　　　・情報化が社会に及ぼす影響と課題　・情報社会における法と個人の責任
　　◦望ましい情報社会の構築
　　　　・情報システムと人間　　　・情報社会における問題の解決
イ　学校設定科目「探究基礎」、「課題探究」（人文科学課題研究Ⅰ・Ⅱ）、「科学探究」には以下

の内容等が含まれており、「総合的な学習の時間」３単位分を代替する。
　　◦自ら課題を見つけ、学び、主体的に判断し、よりよく問題を解決する能力の育成
　　◦問題の解決や探究活動に主体的、創造的、協働的に取り組む態度の育成

　・教育課程の特例に該当しない教育課程の変更

　〇開設する学校設定科目
　　　国　　語　「国語探究」　　　地歴公民　「世界史探究」「公民探究」
　　　数　　学　「数学探究Ⅰ」「数学探究Ⅱ」「数学探究Ⅲ」「数学探究Ⅳ」「数学探究α」「数学探究β」
　　　理　　科　「生物探究」「地学探究」
　　　外 国 語　「ランゲージアーツ」

 （２）第３学年における科目融合・領域融合型の探究学習の研究開発

 【仮説②】第３学年において科目融合、領域融合型の学習を行うことによって、実社会におけ
る現実的な問題に取り組む「探究力」を育成することができる。

　　　　
　１．融合科目の教材開発

　第３学年において、理数科、普通科のそれぞれに対して数理融合科目である学校設定科目「課
題探究Ⅲ」（第３学年理数科・１単位）、「科学探究」（第３学年普通科・１単位）および「人文科
学探究Ⅱ」（第３学年普通科人文科学コース・１単位）の教材開発を行う。より現実的な課題解
決に必要な能力の育成を図る。

　　「課題探究Ⅲ」（第３学年理数科・１単位）
　 　［１］研究の目的

　科目融合・領域融合型の学習を通じて、科学の様々な分野における知識の理解を深めると
ともに、それらを活用することによって課題を解決する能力を身につける。現実の課題を解
決するプロセスを経験することによって、自然科学に対する興味、関心を高めるとともに、
大学での学びにつなげる。
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　 　［２］研究開発の内容・方法・検証
　数学／物理コースと生物／化学コースに分かれて、科目融合・領域融合型の学習に取り組
み、ある分野の知識・技能を他の分野に活用する手法を学ぶ。基礎事項を学んだ後に学んだ
手法を活かしたグループごとの探究活動に取り組む。生徒が作成するレポートの内容および
筆記テストの結果からその成果を検証する。

《平成30年度「課題探究Ⅲ」年間計画》

学  習  内  容 学 習 の 目 標

一　
　
　
　
　
　
　

学　
　
　
　
　
　
　

期

・ガイダンス 科目の概要説明
１年間の流れ

数学／物理コース
・数学／物理
　領域融合型の学習

（1）微分方程式の基礎
　・微分方程式とは何か
　・微分方程式の解法（変数分離微分方程式／線

形１階微分方程式／線形２階微分方程式）
　・演習

（2）微分方程式による数式モデル
　微分方程式で表された数式モデルを作ることに

より、観測結果を予測したり説明したりする方
法を学ぶ。

　・空気抵抗力がはたらく落下物体の運動
　・回転運動する水面の形状
　・ばね振り子運動
　・孔の空いた容器からの水の流出にともなう

水位の時間変化

生物／化学コース
・生物／化学
　領域融合型の学習

（1）微分方程式の基礎
　・微分方程式とは何か

（2） 化学の手法を利用することで、生物で扱う
様々な現象を、深く学ぶ。

　・酵素カタラーゼを含むドライイーストを用い
て過酸化水素を分解し、その反応速度を定量
化する。

　・糖質を含む試料に乳酸菌を作用させ、生じた
乳酸を中和滴定によって定量する。

　・微分方程式よりアレニウスの式を導き、酵素
反応の活性化エネルギーを求め、無機触媒と
比較する。

二　

学　

期

・グループ別探究活動 上記で習得した手法を用いて、グループごとに
探究活動に取り組む
・テーマ設定
・実験、調査
・分析、まとめ
・レポート作成
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　 　［３］成果と課題
　本年度からスタートした「課題探究Ⅲ」では、３年生理数科の生徒が数学／物理コースを
20名、生物／化学コースを19名が選択し、科目融合・領域融合型の学習に取り組んだ。いず
れのコースにおいても、基礎的な知識、技能を習得した後、グループごとに探究活動を取り
組むというスタイルをとった。開発した教材に取り組むことを通して、習得した知識を活用
する課題解決のプロセスを通して、発展的な学習に対する意欲や自然科学に対する興味、関
心を高めることができた。
　数学／物理コースでは、いくつかの物理現象についての数学モデルを作成し、数学（微分
方程式）の知識を活用することによって課題を解決する能力を身につけることを目指した。
また、課題を解決するための数学の重要性や数学を活用することの面白さを実感することが
できた。
　生物／化学コースでは、生物を題材として、生命現象を化学的、数学的に考察することを
目的とした。また、生命現象を実験し、考察するためには化学・数学の知識が不可欠である
ことを生徒達は実感することができた。さらに、日々の学習の重要性を改めて認識したよう
だった。
　一方、授業の内容や探究活動を十分に深める上で、授業時間がやや足りなかった。特に、
グループ活動にかける時間を少なくともあと数時間を確保できれば、より充実した探究活動
にすることができたと思われる。また、数学／物理コースについては、やや難易度が高く、
十分な理解を得ながら進めていくことに苦労した生徒がいたようである。特に、数学モデル
を作成する能力を習得するための教師の指導法や支援の仕方を工夫していく必要がある。
　生徒アンケートの調査結果からも、多くの生徒が「課題探究Ⅲ」に積極的に参加し、授業
を楽しむことができたと思われる。次年度は、さらに生徒にとって魅力的で探究力の伸張に
効果的な教材開発を実現したい。

《生徒アンケートの調査結果》
数学／物理コース（38H　19名）

◦授業回数が少ない、時間が短い（５）　◦内容はとても面白かった　◦普段の授業からも数学を
もっと用いて接してみたい　◦立式から式を導き、実験して考察するのを、授業内ですべて行う
のは少し時間が足りないように感じた。また、難しかったが、現象を予測するのは楽しかった　
◦授業内容の難しさと、週１回というシビアな状況で焦りました　◦少々スケジュールが厳しい
◦はじめに微分方程式の解き方を習ったのがよいと思った　◦レポートを書く課題の実験の時間
を増やしてほしい　◦数学モデルに関する授業を増やしてほしい　◦グループ研究の時間を増や
してほしい　◦物理とか数学の最近習ったようなことを組み合わせて答えが出てくるのが面白
かった。もっと頭よくなりたいと思った
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生物／化学コース（38H　19名）

◦もう少し長めの時間があったらと思った　◦物理チャレンジよりも面白かった　◦もう少し授
業時間が増えたらいいと思った。授業では扱わない計算方法などが知れてよかった　◦グループ
で主体的に考え、実行する取り組みがよかった　◦班の皆と協力して自分たちの実験を終えるこ
とができた　◦レポートを書く、班ごとの実験の授業の時間をあと１～２時間伸ばしてほしかっ
た　◦発酵というごく身近に存在するものを化学的に考えると、いろいろ理論的になっていて興
味深かった　◦生物を勉強していればもう少し深く学べたのかな、と思った　◦教科の隔たりを
超えた実験をするのはとても楽しかった　◦たくさんの実験をすることができて多くを学ぶこと
ができました

　２．「探究基礎」における領域融合の取組

　 　［１］研究の目的
　第１学年の学校設定科目「探究基礎」のディベート学習において文理融合、領域融合的な
テーマを扱い、領域融合型学習の基礎とする。その有効性と指導のあり方について検証する。

　 　［２］研究内容・方法・検証
　従来の教科を越えた課題に関して、主体的に取り組む姿勢を育成するために、「探究基礎」
のディベートにおいて、文理融合、領域融合的な調査、考察を必要とする以下のテーマを選
び、 その定義とプランを提示した。昨年度は 「１．脳死を人の死と認めるべきではない」 「２．
日本は原子力発電をすべて廃止すべきである」「３．日本は遺伝子組み換え食品の販売を禁
止すべきである」の３テーマであったが、本年度新たに「日本はすべての乗用車を電気自動
車に切り替えるべきである。是か非か。」を加えて、４つのテーマ全てを文理融合、領域融
合的なテーマとした。
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　さらに、各テーマに関して、理科の教員が科学的な説明を、地歴公民・英語の教員が社会
科学的な説明を、「ディベート論題レクチャー」において行った。生徒は聞いた内容を、「ディ
ベート学習ノート」にメモを取り、その知識に基づいてデータを集めて、ディベートの準備
を進めた。

　 　［３］成果と課題
　本年度、ディベートの準備を始める前に「ディベート論題レクチャー」でテーマに関して
押さえておくべき前提となる知識を提供した。生徒、授業担当者（１年正副担任）全員が共
通理解を行うことによって、インターネット上の誤った情報に基づいて、論を組み立てるこ
とがないようにした。また、本年度から４つの論題全てを文理融合、領域融合テーマにした
ので、科学技術が我々にもたらすもののメリットとデメリットを多角的に考察することがで
きた。

 （３）生徒の自己評価能力を育成し、生徒自身が探究活動に生かせる評価方法の研究開発

 【仮説③】パフォーマンス評価を充実させることにより、生徒の自己評価能力を育成し、生徒
自身が探究活動に生かすことができる。

　１．学校設定科目「探究基礎」のディベート学習における取組

　 　［１］研究の目的
　・探究基礎のディベート学習においてパフォーマンス評価を充実させ、生徒による相互評価、

自己評価を通して、生徒の自己評価能力を育成する。ルーブリックの作成に生徒自身が関
わる際に、どのような形で参加していくのが適切かを検討する。

　 　［２］研究内容
　・昨年度のアンケートで最も多数の生徒がルーブリックに加えてほしい観点として書いてい

た「チームワーク」を新しく観点に加えた。また、観点が増えると評価が煩雑になるので、
「論理性」と「証拠の適切さ」を「論理性・証拠」として１つの観点にまとめた。

　・担当教員全員で年度当初に会議を行い、ディベート用ルーブリックの内容の共通理解を
図った。また、４月のディベートオリエンテーションで生徒にも提示し、まず達成目標が
明確になるようにした。

　・ディベート大会では、ルーブリックを用いて教員だけでなく生徒も審査と評価を行った。
　・ディベート大会３週間前のクラス内練習試合において、ルーブリックによる相互評価及び

自己評価を行い、生徒による評価活動がその後の活動に生かせるよう指導した。
　・今年度改訂したルーブリックが適切なものになっていたかを、アンケート調査の中で、ルー

ブリックに加えてほしい観点を尋ねることで確認した。
　 　［３］成果と課題

　・本年度、ルーブリックを、昨年度の生徒の意見を反映して改訂した。ディベート大会後に
アンケート調査で生徒に追加したい観点があるか尋ねたところ、新しい観点は出てこず、
今のままで良いという意見が圧倒的であったので、適切な改訂ができたと言える。

　・本年度はクラス内練習試合の開催時期を１週間早めてルーブリックによる相互評価及び自
己評価を行い、大会までの授業でより時間をかけて自分の論やパフォーマンスを改善でき
るようにした。

　・来年度は、自作教材「ディベート学習ノート」を改良し、生徒がより充実した準備ができ
るようにしたい。
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　《学校設定科目「探究基礎」ディベート用ルーブリック》
論理性・証拠 質疑応答の技術 発表の技術 聞く姿勢 チームワーク

３

論理が一貫してお
り、証拠が十分で
証拠の信頼度も高

い。

相手の理論を理解

した上で、その論
を十分に脅かす質
疑・応答を行って
いる。

発言が明瞭で、声

も大きく、聞き取
りやすい。

相手の論証を真剣
に聞き、十分に理

解しようと努め、
相 手 へ の 尊 重 を
もって対戦してい
る。

全員が等しく積極
的に発言し、チー
ム内で活発に話し

合いを行い、全員

で協力している。

２

論理的で証拠の信
頼度は高いが、立
証するには不十分

であったり、個人

的な意見であった
りする。

相手の論理を理解

し、適切な質疑・

応答を行っている。

発言はおおむね明

瞭であったが、一
部で聞き取りにく
いところがあった。

相 手 の 論 証 を 聞
き、その内容を踏
まえて誠実に対戦
している。

発言の量に多少偏
りが見られるが、
チーム内で必要な

話し合いを行い、
協力している。

１

論理的でなかった

り、証拠が不十分

だったりと、個人

的な意見の部分が
ある。

相手の論理を理解
しようとしている
が、議論がかみ合

わず、質疑・応答
が成り立たない。

発 言 が 明 瞭 で な

く、聞き取りにく
い。

相 手 の 論 証 を 聞
き、不誠実な態度
で反応している。

一部の班員だけが
多 く 発 言 し て お
り、一部の班員同
士が最低限の話し

合いを行っている。

０

論理が破綻してお
り、証拠が不適切

である。

相手の論理を理解

しようとせず、質
問も適切でない。

聞き取れない、ま
たは感情的に発言
している。

ディベートに対す
る 意 欲 が 見 ら れ

ず、相手の論証を
聞いていない。

誰も発言しようと
せず、チーム内の
協力が見られない。

　２．学校設定科目「プレゼンテーション＆ディスカッション」（英語発表）における取組

　 　［１］研究の目的
・「プレゼンテーション＆ディスカッション」の授業における発表に対して、ルーブリック

を活用する。その結果、生徒のパフォーマンスおよび自己評価能力の育成にどのような影
響があるかを検証する。

　 　［２］内容
　・年間４回行う英語による発表に対して、ＪＴＥ（日本人英語教師）とＡＬＴ（外国語指導

助手）は、それぞれの発表テーマごとに作られたルーブリックを使用して評価を行った。
　・本年度は、ルーブリックの観点や評価基準の変更は控え、それぞれの要点が見やすくなる

ようにフォントを工夫して、評価基準の見える化を行った。
　・本年度から、発表の度に、生徒がルーブリックを使って自己評価を行い、次の発表に向け

ての達成目標が明確になるようにした。
　・「プレゼンテーション＆ディスカッション」担当者だけでなく、ＡＬＴを含めた全英語科

教員で、内容が適切なものになっているか毎回検討を行った。
　 　［３］成果と課題

　・本年度は生徒の自己評価能力の育成を目標に、生徒が発表の後にルーブリックを使って自
分の発表を評価し、次の発表に向けての課題を認識し、準備を充実させるという流れを確
立することができた。アンケートにおいて、ルーブリックが発表の準備をする上で役に立っ
たかを尋ねたところ、肯定的回答は昨年度77％であったのに対して、今年度は85％と上昇
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し、生徒の自己評価能力が高まったという成果が見られた。
　・来年度は、生徒の意見を反映してルーブリックの改訂を行いたい。

　３．学校設定科目「課題探究Ⅱ」中間報告会（こまつ研究サポートプログラム）における取組み

　 　［１］研究の目標
　・課題研究の中間の段階で大学教員等によるルーブリック評価を行い、生徒自身が探究活動

に生かせる評価方法の研究開発を行う。
　 　［２］内容

　・学校設定科目「課題探究Ⅱ」（課題研究）の中間報告会を複数回行い、こまつ研究サポー
トプログラムの先生方（サポーター）を招いて、ルーブリックを用いた評価のフィードバッ
クをお願いした。生徒はその先生方の指導に従い、研究テーマの見直しや研究の方向性を
確立していた。

　 　［３］成果と課題
　・７月、９月どちらも、生徒全員が「中間報告会は研究や発表の改善に有効に活用できた」

と答えており、研究をすすめていく上で有意義な報告会であったと考えられる。
　・こまつ研究サポートプログラムとして、大学や企業、科学館の先生方を講師として招くこ

とで、生徒達が気軽に課題研究の内容について電話やメールで質問できるようになった。
　・今年度の報告会は、昨年度よりも来ていただく大学の先生の人数を減らしたことから、１

人の先生と十分なディスカッションを行うことができて、とても満足できたと生徒達から
は好評であった。

　・「ルーブリックによる評価が自身の研究のフィードバックに活用できた」と答えた生徒は
７月では98％、９月は88%あった。このことから、大学の先生方がルーブリックで評価し
結果を生徒にフィードバックすることは、生徒達の今後の研究に生かせたのではないかと
考えられる。しかし、９月の結果で12％の生徒が「あまり活用することができなかった」
と回答しており、今後は大学の先生によるルーブリックの評価を生徒に丁寧に説明する必
要性があることがわかった。

　・「７月から９月のルーブリックによる自己評価の結果で自身が成長したと感じられた」と
答えた生徒は昨年度64%、今年度は97％であった。これは昨年度の結果から、ルーブリッ
クの内容を意識させ、ルーブリックの評価表が研究を進めていく指針となることを丁寧に
説明した結果であると考えられる。

④実施の効果とその評価
　・「探究力」を測定する客観検査の研究開発と試行の取組

　 　［１］研究の目標
　・生徒個人の「探究力」の伸長を評価する材料とする。
　・「アンケート調査」による「科学的探究力」の伸長の結果と比較することで、生徒の自己

評価力を推し量る材料とする。
　・本校SSH事業そのものの成果の評価および改善に活用する。

　 　［２］内容
　本校のSSH運営指導委員の國藤進名誉教授の指導による安達恭史氏の論文を参考に客観検
査の作成を試み、改良を加えた。

Ⅰ　EI（エモーショナル・インテリジェンス）の三要素
①自己対応力　　自己洞察　　　　　　（感情察知・自己効力）
　　　　　　　　自己動機付け　　　　（粘り・熱意）
　　　　　　　　自己コントロール　　（自己決定・自制心・目標追求）
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②対人対応力　　共感性　　　　　　　（喜びの共感・悩みの共感）
　　　　　　　　他愛心　　　　　　　（配慮・自発的援助）
　　　　　　　　対人コントロール　　（人材活用力・人付き合い・協力）
③状況対応力　　状況洞察　　　　　　（決断・楽天主義・気配り）
　　　　　　　　リーダーシップ　　　（集団指導・危機管理）
　　　　　　　　状況コントロール　　（機転性・適応性）

　ＥＩ（Emotional Intelligence）とは日本語で「情動知能」や「感情知能」などの用語が当
てられている心理学用語であり、社会や職場でのＥＩの位置づけは年々高まっている。社会
的成功、業績、社会貢献の鍵となる能力はＩＱ(知能指数Intelligence Quotient)よりもＥＩに
あるといわれている。

Ⅱ　創造性
④創造力　　　好奇心・野心・自己顕示・自律性・楽観性・独自性
　　　　　　　固執性・論理性・柔軟性・洞察力・構成力・影響力

　本校ＳＳＨ事業で評価対象となる「探究力」は、上記の　Ⅰ及びⅡの　①自己対応力　②
対人対応力　③状況対応力　④創造力で構成されていると考え、それらを検査することによ
り「探究力」の測定を施行した。

　 　［３］成果と課題
　本年度第３学年の生徒（Ｈ28年度入学者）に、夏季休業
まえに時間をとり、検査を行った。「①自己対応力」～「④
創造力」すべての項目において数値の上昇がみられた。「①
自己対応力」が最も高い値を示し、「③状況対応力」の数
値の上昇が最も顕著であった。「④創造力」においては、
数値そのものは２点台と低い値であるが、前年度からは大
きく上昇している。２年時３学期の一人一本の論文作成、
英語での口頭発表、希望者による韓国科学交流、また３年
時の「課題探究Ⅲ」における、科目融合・領域
融合型の学習等、さまざまなＳＳＨの事業の取
り組みの成果として探究力の向上が見られたと
考えられる。
　韓国大田科学高校との科学交流は希望者の中
でも選抜を行い、昨年度は25名（今年度は23名）
が参加した。この25名のみについて検査結果を
抽出し、値の比較を行った。その結果「①自己
対応力」「②対人対応力」「④創造力」の各観点で、韓国科学交流に参加した生徒の方が、母
集団と比較して、より大きな伸長が見られた。「③状況対応力」についてのみは、伸びが全
体よりも小さく抑えられているが、値そのものは、母集団の3.24に対して3.29と上回っており、
その影響で伸びが抑制された可能性がある。国際科学交流でのさまざまな体験やそれに向け
た準備の活動への取り組み等が、探究力の向上をもたらした事がうかがえる。

「探究力」 

探究力検査「４観点比較」
H28年度
入学者

２年時
（12月）

３年時
（7月） 変化

①自己対応力 3.10 3.43 △0.33

②対人対応力 2.97 3.16 △0.19

③状況対応力 2.86 3.24 △0.39

④創造力 2.51 2.87 △0.37

　　　《韓国大田科学高等学校との科学交流に参加した生徒（25名）のみを抽出したもの》
25名 ２年時（12月） ３年時（7月） 変化（25名） 変化（全員）

①自己対応力 3.09 3.46 △0.37 ＞ △0.33

②対人対応力 2.95 3.18 △0.23 ＞ △0.19

③状況対応力 2.95 3.29 △0.34 ＜ △0.39

④創造力 2.47 2.92 △0.45 ＞ △0.37
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　本年度第２学年の生徒（Ｈ29年度入学者）には、11月に探究力調査を行った。第３年次の
中間評価の資料作成もあり、昨年より１ヶ月早めた検査実施となった。11月３日に口頭発表
会があり、課題研究が一段落ついた時期となった。「①自己対応力」～「④創造力」すべて
において数値の上昇がみられた。平成28年度入学者である３年生と同様に「①自己対応力」
が最も高い値を示したが、数値の上昇が最も顕著であったのは「④創造力」であった。各
観点での伸び幅は、３年生の値を上回っており、 ２年次に行っている課題研究の取り組みが 

「探究力」の向上に大きく関わっていることがうかがわれる結果となった。
　昨年度、研究開発した検査用紙は項目ごとに

「全くあてはまらない」～「非常によくあては
まる」までの５段階で答えさせる様式であった。
検査の結果１～５の広い範囲のなかで数値の差
が見えにくく、また被験者も段階が５つあるこ
とで、選ぶ際に迷いが生じ、率直に答えず思案
する様子も見受けられた。そこで検査用紙を改
良し、「あてはまらない」「どちらともいえない」

「あてはまる」の３段階とした。またカードリーダーにも対応できるように、クラスや出席
番号をマークシート方式とした。３段階の部分は〇で囲む方式とすることで、被験者の負担
を減らし、より率直に判断できるように工夫した。

　近隣の高校に協力を依頼し、第２学年で課題研究を行ったクラスと、そうでないクラスに
ついて、改良した検査用紙を用いて「探究力」検査を試験的に実施した。しかしながら結果
として、課題研究実施クラスと一般クラスでの有意な差は認められなかった。協力校では、
理系と文系の１クラスずつ、計２クラスのみで、「総合的な学習の時間」の一部を使って課
題研究を実施している。毎週１時間の単位が割り振られておらず、足りない分は放課後の時
間を利用しており、当然予算も割り振られておらず、校外からの専門的なサポートも受けら
れない環境での課題研究の取り組みと聞いている。同じ課題研究という活動であっても、学
校によって置かれている状況は大きく異なり、ＳＳＨである本校は、予算や外部人材等のサ
ポートをうけ課題研究を充実したものにできていることを改めて感じた。今後、「探究力」
の伸長について確認していきたい。

探究力検査「４観点比較」
H29年度
入学者

１年時
（12月）

２年時
（11月） 変化

①自己対応力 3.12 3.72 △0.61

②対人対応力 2.90 3.47 △0.57

③状況対応力 2.80 3.53 △0.73

④創造力 2.62 3.40 △0.78
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　　《資料：改良を施した「探究力」検査用紙》

⑤ＳＳＨ中間評価において指摘を受けた事項のこれまでの改善・対応状況
　○ＥＩを導入した「探究力」検査について

　「新しい取り組みとして非常に興味深い内容であり、さらなる研究開発を推し進めるべき内
容である。」「他の学校に広げる計画がないのか。また、ＥＩを含めた「探究力」の向上が、課
題研究を中心とした探究的な学習の成果かどうか、人間的な成長・成熟に基づく向上を上回る
成果であると今後、何らかの方法で明らかにすることができると考えているか。」との指摘が
あった。
　上記の指摘に対して、近隣の高校に協力を依頼し、第２学年で課題研究を行ったクラスと、
そうでないクラスについて、本校の開発した「探究力」検査を試験的に実施した。協力校では、
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理系と文系の１クラスずつ、計２クラスのみで、「総合的な学習の時間」の一部を使って課題
研究を実施している。毎週１時間の単位が割り振られておらず、足りない分は放課後の時間を
利用しており、当然予算も割り振られておらず、校外からの専門的なサポートも受けられない
環境での課題研究の取り組みとなっている。今回の検査では、課題研究実施クラスと一般クラ
スでの有意な差異は認められなかった。今後は、「探究力」の伸長について、確認していきたい。

　○理数系部活動の充実に向けて

　「課題研究のテーマをみると、理科のみに偏ることなく数学の分野の研究に取り組む生徒が
バランスよく見受けられるのは評価できる。」「しかしながら、理科系部活動の中に、数学の研
究を行うカテゴリーが見当たらない。放課後や土日も含めて研究活動を行う理数科生徒が所属
する受け皿としていかがなものか。」との指摘があった。
　上記の指摘に対して、理数科生徒に対する部および同好会のあり方を再検討した。本校には
理科系部活動として「理化部」「生物部」「天文同好会」があり、それぞれが、物理・化学・生
物・地学の４分野の研究活動に対応し、研究発表や近隣の科学館でのイベントブースに参加し、
研究の普及活動に取り組んできた。次年度「天文同好会」を「天文数学同好会」とし、数学の
教員も顧問として配置し、数学の分野における研究活動の活性化につなげたい。

⑥校内におけるＳＳＨの組織的推進体制
　【研究組織図】

石川県立小松高等学校 

連携 

石川県ＳＳＨ運営指導委員会 

  大学、研究機関、企業代表者 石川県教育委員会 

文部科学省 ＪＳＴ 

副校長 

こまつ 
研究サポート 
プログラム 

大学・研究機関 

 金沢大学 

 ＪＡＩＳＴ 

 金沢工業大学 
 石川県立大学 
      他 

企業・施設 

 小松精練 
 小松製作所 
 ｻｲｴﾝｽﾋﾙｽﾞこまつ

      他 

評価・指導・助言指導 指導・支援 

校務運営委員会 

ＳＳＨ推進委員会 

職員会議 

ＡＣＴ（アクト）

ＳＳＨ企画推進室 

（ＮＳＨ企画室） 

 室長（事務責任者）

副主任（経理担当）

 実習・探究活動担当

 １年学校設定科目担当 

 ２年学校設定科目担当 

 ３年学校設定科目担当 

１年学年会 

２年学年会 

３年学年会 

若手ＡＣＴ 

各教科会 

 
授業・特別活動・部活動 

学校長 

教頭 

主幹教諭 

各種委員会 

研究支援 
指導助言 

研究室訪問

体験実習 
指導助言 
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　○ＳＳＨ運営委員会における取組

　管理職、各課主任及び教科主任からなるＳＳＨ推進委員会を常設し、各教科の取組やＳＳＨ
研究の取り組みについて話し合いを行っている。この委員会の内容及びＳＳＨの研究経過に関
しては、随時職員会議に報告され、全職員に周知されている。

　○本校の学校経営計画における位置づけ

　本校の学校経営計画における、本年度の重点目標である「学びのある学校」において「課題
研究等を通じて、主体的・協働的に課題を解決することができる探究力を育成する。その際、
必要に応じて県内の大学や近隣の企業から協力や支援を受ける。」と明記することで、学校全
体で課題研究の重要性を共有している。

　○ＡＣＴ委員会（非公式）における取組

　学年主任を主体とする教頭主宰のＡＣＴ委員会において、学習活動全般に関して話し合いが
なされる場合には、ＳＳＨ推進室長が同席しＳＳＨの成果を今後の学校全体の取組に生かすた
めの提案が行われる。また、研究開発に向けて学年会の理解を得るための大切な場となっている。

　○学校全体で取り組む「考えさせる授業」の開発について

　本校の学校評価において重要な評価項目となっている「考えさせる授業」について、ＳＳＨ
研究で開発された「探究型」の授業が示唆となる事を学校全体で確認し、実践している。

⑦研究開発実施上の課題及び今後の研究開発の方向・成果の普及
 （１）課題研究を中心に据えた全校での３年間の学習体系の研究開発

　　○学校設定科目

　第３年次となる本年度、３期目に設置したすべての学校設定科目を実施し、それぞれの科目
ごとに以下のような課題が残った。

　１．１「総合科学」および「課題探究Ⅰ」

　学習内容に関して時間が不足しているのが現状である。１年生の学習段階では、ペースがあ
まり早くならないように授業を進めなければならないため、多くの内容を取り扱うのは難しい。
来年度以降も学習内容を精選して、適切な分量となるように留意していきたい。時間的な制約
の中で効果が上がるように指導方法改善の取り組みを継続していかなければならない。また、
課題研究に直接つながる探究学習では、生徒のモチベーションを向上させることが重要である。
引き続き、意欲を引き出す上で効果的な教材開発をしていきたい。

　１．２「探究基礎」

　ディベート学習では、適切な論題の検討を続けるとともに、昨年度全面的に改訂した「ディ
ベート学習ノート」を、授業担当者（１年正副担任）の意見を参考に再度改訂し、生徒がより
主体的、体系的に、迷いなく準備を進めることができるようにしていきたい。
　基礎課題研究では、週１時間で半期のみの授業で十分な時間が取れない中で、彼らなりの結
論を導き出すことができた。２学年での課題研究のための基礎技術習得につながる内容となっ
たが、低学年であるため知識量も少なく、研究内容として十分なものとは言い難かった。
　実験講座（化学）は、第２年次から、基礎的な知識及び実験技能の習得を目的で実施してい
る。本年度の第１学年の生徒には、理系進学希望者が昨年度より多く、２クラスの生徒が化学
実験室同時に入り実験実習を行うことができる限界であった。来年度さらに理系進学希望者が
増えると、化学実験室に入りきらず、実験室の確保が課題となる。

　１．３「プレゼンテーション＆ディスカッション」

　本年度は、発表会が終わる度に生徒がルーブリックを使った自己評価を行い、次の発表会に
向けてルーブリックの各項目の達成を目標に準備を進める、という流れを確立することができ
た。
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　来年度は、アンケート調査の結果をもとに、生徒の意見を反映したルーブリックへの改訂を
進めて行きたい。

　１．４「課題探究Ⅱ」

　こまつ研究サポートプログラムにおいて、本年度は中間報告会（大学教員５～６名を招へい
した）を７月と９月に２回行った。この報告会で、生徒が研究の正しい手法について学ぶ機会
となったと共に、教員が探究活動の指導法を学ぶ機会とすることもできた。さらに生徒のモチ
ベーションを高め、課題研究に積極的に取り組ませる上で、予想以上の効果があった。本年度
は中間報告会を７月と９月に２回行ったが、実験結果が思うように得られず、実施時期につい
て検討してほしいという声が生徒から聞かれた。次年度は報告会の実施時期を検討したい。
　また、昨年度から１人１冊の実験ノート、１人１本研究論文に取り組んだが、論文添削にお
ける指導のあり方に改善の余地が残る。次年度以降同時に複数の論文を添削する指導について
検討が必要である。

　１．５「課題探究」

　昨年度明らかになった課題点である教員一人あたりの担当生徒数が多い状況は、体育教員が
加わることによってやや緩和された。また、本年度は昨年度指導した経験を持つ教員が多く、
指導力が向上したことによって、教員が感じる負担感もやや軽くなった。さらに、担当者会議
を複数回開催することによって、担当教員の指導意欲や課題研究に対する意識の持ち方も全体
的に向上した。
　一方、指導する教員数や実験機材が不足している状況は継続している。これらをすべて改善
するのは難しいが、指導方法や事前に行う講座内容の改良を図ることにより、より充実した課
題研究にしていきたい。

　１．６「人文科学課題探究Ⅰ」

　文系の研究では、文献調査が主な活動となり、集めた情報の解釈がポイントとなる場合が多
い。研究班のメンバーで多面的な見方や議論がなされた結果、一定の結論が導かれるが、その
結論の正当性を客観的に評価する点に困難が残る。仮説を立て、それを客観的に検証して考察
することで結論につなげるという課題研究の形にこだわることに無理があるように思われる。
　次年度に向けて、客観性が確保され、より説得力のある結論を導ける課題研究の在り方を念
頭に、指導していきたい。

　１．７「課題探究Ⅲ」

　アンケート結果から、生徒は科目融合・領域融合型の学習に対して意欲的に授業に取り組み、
自然科学に対する視野を広げる事ができたものの、それをその後の探究活動へ十分につなげら
れなかったという実感をもっていることが伺われる。より効果的な授業にするためには、実験
の原理や操作およびデータの処理、実験結果に対する解釈などについて考える時間を十分確保
することが必要となる。

　１．８「科学探究」

　実施初年度、文系クラスでは「地域貢献」というテーマで文理融合の探究活動を実施した。
理系クラスでは「物理」「化学」「生物」の発展的な実験授業を通して科学技術と現代社会の両
面から考え、生徒同での議論や、発表およびレポートにまとめる探究活動を実施した。生徒は
意欲的に探究活動に取り組んだが、これからの自分たちの問題としての理解には不十分であっ
たと思われる。より効果的な授業にするために、さらなる教材開発が必要となる。

　１．９「人文科学課題研究Ⅱ」

　これまで「いしかわニュースーパーハイスクール（ＮＳＨ）」の学校設定科目として英字新
聞講読を通して、語学力を磨きながら現代社会が直面しているさまざまな社会問題に対して、
探究的な学習を行ってきた。ＳＳＨ３期目の第３年次で、社会問題について科学技術との関連
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を主題とすることで文理融合の探究活動を行った。担当の英語教員の自然科学・科学技術への
理解が重要であり、教員の研修および指導力向上が課題となる。

　　○課外活動

　「野外実習」「関東サイエンスツアー」「工学部実験セミナー」「国際科学交流」のいずれの課
外活動も、ＳＳＨ指定の１期目、２期目から継続して実施してきている。活動内容や実施期間
などについて毎年改善を加えながら、より効果的な活動となるように進めてきている。
　「野外実習」については、３期目指定一年次より生物と地学の実習を別の日程で実施している。
生物実習は１泊２日、地学実習は半日での実施とし、以前の生物実習、地学実習を合わせて２
泊３日の研修に比べて生徒や引率教員の体力的な負担を軽減した。一方、参加対象については、
例年各科目の選択者は参加を必須とし、それ以外の生徒は希望参加としてきた。本年度は地学
選択希望者が極端に少なかったため、理数地学が開講されず全員が理数生物を履修している。
そのため、充実した事前学習を行うことが可能となり、実習の様子も意欲的で活発なものとなっ
た。次年度は、本年度とは様子が異なるため、事前学習時間の確保のための工夫が必要となる。
また、地学実習には昨年より11人増の20人が参加した。地学選択者がいない中での実施で希望
者が集まるか心配していたが、好奇心旺盛な理数科生徒を中心に多数の生徒が参加した。事前・
事後の指導の取り組みのさらなる充実が求められる。
　「関東サイエンスツアー」については、事前学習では十分な時間が取れなかったが、自主的
に予備知識を習得していた。そのため訪問した機関の研究内容を理解することができ、今後の
学習意欲の向上につなげることができた。また１泊２日で時間が限られており、研修内容・移
動距離・時間の効率がよくなるよう改善していく必要がある。今後は研究内容で生徒の希望が
多い機関や、１年生の段階でも理解しやすい研究機関と提携し、訪問先で見学する内容と理解
が十分うまくかみ合う行事にすることが重要である。また、関東在住の本校ＯＢとの懇談会も
さらに充実させていきたい。
　「工学部実験セミナー」については、非常に内容が充実している反面、大学の先生方に大き
な負担となっている。今後は、双方に無理のない形でセミナーを開催できるように、日程も含
めて大学側と調整を進めていく必要がある。これまで提携してきた大学では今後の実施が困難
になっており、実験内容も含めて抜本的な見直しを迫られている。来年度の実施に向けて、未
定の部分が多くあり、充実した実験実習が行えるよう関係各所と検討していく必要がある。事
前学習を充実させることで、スライド作成や発表で大切なことへの共通理解を深めておき、当
日に大学の先生によって行われている発表についての講義は省略し、時間に余裕をもたせるな
ど、セミナーの細かい内容を見直していく必要がある。
　「国際科学交流」では、韓国大田科学高校生徒との共同研究への取り組み、および韓国の優
秀な高校生との交流を通して、英語による表現力を高めることができた。一方、夏休みの合同
合宿の際には、昨年度以上に時間をかけて合同合宿前に話し合い、情報収集を行った。そのた
め、合同合宿当日には、韓国生徒の英語での説明に対してもしっかりと対応し、自分たちの意
見を述べることができていた。コミュニケーションが円滑に進んだため、その後の共同研究の
やり取りも非常に充実したものとなった。次年度は、さらに科学的用語の英語を事前学習して
合同合宿に臨みたい。

 （２）第３学年における科目融合・領域融合型の探究学習の研究開発

　・本年度初めて「課題探究Ⅲ」において、科目融合・領域融合型の探究学習を実施した。過去
２年に渡り融合教材の開発を行ってきたが、今後、さらに複数の教科の教員が、専門領域外
の内容を学びながらアイデアを出し合って、より魅力的で効果的な教材開発を推進する必要
がある。また、教員が融合領域について研究し、研修をするための十分な時間の確保が必要
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である。
　・「探究基礎」におけるディベート学習で、科目融合、領域融合型のテーマ「脳死を人の死と

認めるべきではない」「日本は原子力発電をすべて廃止すべきである」「遺伝子組み換え食品
の製造を廃止すべきである」「すべての乗用車を電気自動車に切り替えるべきである」を扱っ
た。「脳死」に関わるテーマでは、生徒の体験によっては心的負担が懸念される。高校１年
生が扱う論題として適切なテーマを取り入れる必要性を感じた。

 （３）生徒の自己評価能力を育成し、生徒自身が探究活動に生かせる評価方法の研究開発

　・「探究基礎」のディベート学習において、本年度はクラス内練習試合の開催時期を１週間早
めてルーブリックによる相互評価及び自己評価を行い、大会までの授業でより時間をかけて
自分の論やパフォーマンスを改善できるようにした。来年度は、自作教材「ディベート学習
ノート」を改良し、生徒がより充実した準備ができるようにしたい。

　・生徒の事後アンケートにおいて、ルーブリックが発表の準備をする上で役に立ったかを尋ね
たところ、肯定的回答は昨年度77％であったのに対して、今年度は85％と上昇し、生徒の自
己評価能力が高まったという成果が見られた。来年度は、生徒の意見を反映してルーブリッ
クの改訂を行いたい。

　・「こまつ研究サポートプログラム」における取組みで、中間報告会において「ルーブリック
による評価が自身の研究のフィードバックに活用できた」と答えた生徒は７月では98％、９
月は88％あった。このことから、大学の先生方がルーブリックで評価し結果を生徒にフィー
ドバックすることは、生徒達の今後の研究に生かせたのではないかと考えられる。しかし、
９月の結果で12％の生徒が「あまり活用することができなかった」と回答しており、今後は
大学の先生によるルーブリックの評価を生徒に丁寧に説明する必要性がある。

　・中間評価の資料とするため、課題研究の口頭発表（11月）が終了した時点で、第２学年に対
して行った「探究力」の検査について、実施時期が適切であったか再検討する必要がある。

　　○成果の普及

（１）学校設定科目を中心とした教育課程の編成に関して、本研究で得られた成果を報告書や
研究発表会の場で他校の先生方に提示していく。

（２）普通科生徒の課題研究において、ＳＳＨ学校設定科目の指導によって指導力を向上させ
た教員が、これまでおもに理数科の課題研究で使用されてきた実験装置、センサー、コン
ピューターを利用することにより、探究活動を充実させＳＳＨの取り組みを学校全体に普
及させていく。

（３）本校生徒による出前授業を、小・中学生に向けて科学実験講座で行っている。こまつ研
究サポートプログラムと連携し、近隣の科学館「サイエンスヒルズこまつ」の施設（実験
室）を利用する形で、理科系の部活動の生徒や希望者が科学実験講座を継続し、成果を普
及している。

（４）近隣の中学校に出向いて、出前講座を実施した。
（５）本校理数科生徒と近隣高校（小松明峰高校）の生徒が合同で、いしかわ科学グランプリ（科

学の甲子園県予選会）の研修会を実施した。
（６）創立記念祭（文化祭８月）や文化部発表会（３月）等に於いて課題研究やＳＳＨの諸行

事で得られた成果を全校生徒に提示する。
（７）ＳＳＨ研究発表会・授業公開を通して、本校ＳＳＨの教育課程研究で得られた成果を地

域の中学校・高等学校に普及する。研究発表会は５年間の長期計画を立て、校内各教科の
教員が計画的に先進校視察や授業研究を行っていく。
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資料１　平成３０年度教育課程表

平成２８年度以降入学生に適用する 教　育　課　程　表

普通科

１年 人文科学 文系 理系 人文科学 文系 選択 理系 科目 教科 １年 ２年 ３年 科目 教科

国 語 総 合 4 5 5 人文17 5 5

現 代 文 B 4 3 3 2 3 3 2 4･6 文系17・19 2 2 4 14

古 典 B 4 3 3 2 3 3 3 5･6 理系14 2 3 5

○ 国 語 探 究 2 2# 0･2

世 界 史 Ａ 2 2 0･2 人文･文系 2 0･2

世 界 史 Ｂ 4 4 4 2  3 0･4･5 11・14 2  3 0･5
理系は「世界史Ａ」または「世界史
Ｂ」のどちらか必履修

日 本 史 Ａ 2 　　  2    2 0･2 　　  2    2 0･2 7 ＡとＢは別の科目を履修

日 本 史 Ｂ 4  3  3 2    2  4  4  3  　3 0･5･7 理系 2    2  3    3 0･5 ２、３年のＢ科目は継続履修

地 理 Ａ 2 3  3 2        4        4 0･2 7 2 0･2

地 理 Ｂ 4  3  3 2  4  4  3 0･5･7 2  3 0･5

○ 世 界 史 探 究 3  3  3 0・3

現 代 社 会 2 2        3        3 2 2 2

○ 公 民 探 究 3  3  3 0・3

数 学 Ⅰ 3 3 3 人文

数 学 Ⅱ 4 1 2 2 2 3 19
１年の「数学Ⅱ」は「数学Ⅰ」履修
終了後に履修

数 学 Ⅲ 5 2 1 0・3 文系

数 学 Ａ 2 2 2 15・17
２年人文科学の「数学探究α」は
「数学Ⅱ」履修終了後に履修

数 学 B 2 3 3 2 2･3 理系

○ 数 学 探 究 Ⅰ 4 1 3 0･4 20
２年文系の「数学探究Ⅰ」は「数
学Ⅱ」履修終了後に履修

○ 数 学 探 究 Ⅱ 2 2# 0･2

○ 数 学 探 究 Ⅲ 4 1 3 0・4
２年理系の「数学Ⅲ」は「数学Ⅱ」
履修終了後に履修

○ 数 学 探 究 Ⅳ 3 3 0・3

○ 数 学 探 究 α 5 2 3 0・5

○ 数 学 探 究 β 3 3 0・3

物 理 基 礎 2 　　　③ 0・3

物 理 4 　　　① 4 0・5

化 学 基 礎 2 2 4 2 人文･文系

化 学 4   3 4 0・7 10

生 物 基 礎 2 2 2  　　 ②        4 0・2

生 物 4 　　　② ④ ④ 4 0・4・6 理系
３年文系は④単位×１または②
単位×２の４単位を履修

地 学 基 礎 2 2      4      4 2 19

地 学 4 ④ ④ 0・4

○ 生 物 探 究 2 ② ② 0・2

○ 地 学 探 究 2 ② ② 0・2

体 育 7～8 2 2 3 3 3 3 3 7・8 人文9 2 2 3 7

保 健 2 1 1 1 1 2 文系・理系10 1* 1*

音 楽 Ⅰ 2   2 0･2  2 0･2

美 術 Ⅰ 2   2    2 0･2  2    2 0･2 2

書 道 Ⅰ 2   2 0･2  2 0・2

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ 3 4 4 人文 4 4

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ 4 4 4 4 4 18 4 4

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅲ 4 4 4 4 4 文系 4 4

英 語 表 現 Ⅰ 2 2 2 20 2 2 18

英 語 表 現 Ⅱ 4 2 2 2 2 2 2 4 理系 2 2 4

○ランゲージアーツ 2 1 1 0・2 18

家　庭 家 庭 基 礎 2 2 2 2 1* 1* 1*

社 会 と 情 報 2 1* 1* 1* * 0* 0*

○人文科学課題研究Ⅰ 1 2 0･2 人文3

○人文科学課題研究Ⅱ 1 1 0･1 文系・理系0

○ 総 合 科 学 2 2 2

○ 探 究 基 礎 1 1 1 人文
○プレゼンテーション

　＆ディスカッション

○ 課 題 探 究 1 1 1 0・1 文系・理系

○ 課 題 探 究 Ⅰ 1 4 1 1

○ 課 題 探 究 Ⅱ 2 2 2

○ 課 題 探 究 Ⅲ 1 1 1

○ 科 学 探 究 1 1 1 0･1

33 33 33 33 33 31 2 33 23 18 18

理 数 数 学 Ⅰ 4～7 4 4

理 数 数 学 Ⅱ 8～15 6 4 10
１年の「理数数学特論」は「理数
数学Ⅰ」履修終了後に履修

理 数 数 学 特 論 3～8 2 1 3

○ ｽｰﾊﾟｰ理数数学 3 3 3

理 数 物 理 3～8 4 4

理 数 化 学 3～8 4 4 8 理数理科は３科目履修

理 数 生 物 3～8 　4 　 4 0･4

理 数 地 学 3～8   4 0･4

課 題 研 究 2 * 0*

○ 理数物理探究 4   4    4 0･4

○ 理数生物探究 4   4 0･4

10 15 15

33 33 33 33 33 31 2 33 33 33 33

* * * * * * * * * *

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

34 34 34 34 34 34 34 34

○印：学校設定教科・科目
3年文系は # 印の科目の中から１科目選択
* 印はSSH研究開発に係る教育課程の特例による削減および人文科学課題研究ⅠⅡによる代替を示す

普通科２年

○人文科学

102

40

備　　　　　考

99

3

理数科

0*

単位数　計
科目

標準
単位

保健
体育

数
　
　
学

公
　
民

国
　
　
語

教科
普通科３年

理
　
　
科

単位数　計

理
　
　
　
数

総合的な学習の時間

99

情　報

外
　
国
　
語

芸
　
　
術

地
　
　
歴

3

0*

専門科目単位数計

99

科目単位数計

ホームルーム活動

1

人文･文系
2・5

理系 2

34 10234単位数総計

普通科目単位数計

1 1 1

○自然と科学

「探究基礎」、「課題探究」および
「科学探究」は「総合的な学習の
時間」を代替

1

7

40

２年理系は「物理基礎」③単位＋
「物理」②単位または、「生物基
礎」②単位＋「生物」②単位を履
修

２年理系の「物理」、「生物」はそ
れぞれ「物理基礎」「生物基礎」履
修終了後に履修

２、３年の「物理」および「生物」は
継続履修

「人文科学課題探究Ⅰ」、「人文
科学課題探究Ⅱ」は「総合的な学
習の時間」を代替

8

59

2

2

2

「総合科学」は「保健」、「家庭基
礎」、「社会と情報」および「総合
的な学習の時間」を代替

「課題探究Ⅰ」、「課題探究Ⅱ」、
「課題探究Ⅲ」は「社会と情報」、
「課題研究」および「総合的な学
習の時間」を代替

「探究基礎」、「プレゼンテーション
＆ディスカッション」は「社会と情
報」を代替

資料１　平成３０年度教育課程表
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資料２　学校設定科目評価表、事業評価表

ア イ ウ エ

肯定
やや
肯定

やや
否定

否定

① 18 16 1 0
② 13 22 0 0
③ 18 17 0 0
④ 9 25 1 0
⑤ 10 23 2 0
⑥ 9 20 6 0
⑦ 21 13 1 0
⑧ 13 21 1 0
⑨ 18 16 1 0
⑩ 23 11 1 0

　本科目は３単位で実施しているが、すべての学習内容に関して全体的に時間が不足しているのが現状である。１年生
の学習段階では、ペースがあまり早くならないように授業を進めなければならないため、多くの内容を取り扱うのは難
しい。来年度以降も学習内容を精選して、適切な分量となるように留意していきたい。時間的な制約の中で効果が上が
るように指導方法改善の取り組みを継続していかなければならない。また、課題研究に直接つながる探究学習では、生
徒のモチベーションを向上させることが重要である。引き続き、意欲を引き出す上で効果的な教材開発をしていきた
い。

　一昨年度、昨年度に引き続き、３つの内容（教科横断学習、物理・化学先行学習、理科３分野の探究学習）で授業を
構成して実施した。昨年度と同様にアンケート項目①、④、⑦の調査結果から、いずれの学習内容についても９割以上
の生徒が「積極的に参加できた」と回答した。また、⑤を除くすべての質問項目において、最も肯定的な回答をした生
徒数が、昨年度よりも増加した。特に、理科３分野での探究学習についての質問項目⑦、⑩では、６割以上の生徒から
最も肯定的な回答が得られた。指導方法や教材内容についての工夫や改善を積み重ねることによって、より充実した授
業とすることができたといえる。一方、生徒の感想の中には、”難しかった””もう少し考える時間がほしかった”と
いったものがいくつか見られた。課題研究に取り組むために必要とされる多岐にわたる力を伸張させるためには、多く
のことを学ぶ必要があるということであろう。

来年度に向けての課題

評価方法

アンケート調査結果及び生徒の活動の観察を元に協議する。

総評

集計結果（総数39）

評価方法

（　〃　　）を通して探究力が身についたか？

・様々な分野での実験ができ、授業での基礎的な知識が深まり、興味関心も高まる。・少しずついろいろな分野をかじる
ので、知識が足りない部分の理解が難しかった。でも、課題研究のヒントになると思う。・総合科学や課題探究Ⅰを通じ
て考える力がよりついたと思う。・予定通りいってほしい。・課題研究のための材料になるいい時間だった。・協力して
実験できるので、人間関係が深まりいいと思った。・いつも（通常の授業）ではできない実験をすることができるので、
いい機会だと思った。・普段できない実験ができ、チームとも協力できたので、課題研究のためのすごくいい勉強になっ
た。・いろいろな専門的な知識に触れることができたと思います。・普段の授業では学ぶことができないようなことにつ
いて学べてとても良かったと思う・将来役にたつ力がついたと思う。・課題を深く考える力がついたと思う。・普通科で
あまりできない実験をたくさんすることができて楽しかった。・インターネットを使って実験結果をまとめたことで視覚
的に見てわかりやすかったと思った。・１年生のうちからポスター発表など、小規模のものでもいいから課題研究の練習
をもっと増やしてほしい。・エクセルなどを用いて実験結果をまとめる方法を学べたことが良かった。・もう少し考える
時間をとってほしい。・様々な分野の研究、実験をすることができたことは、貴重な体験だったと思う。・これまでの課
題探究Ⅰにおいて、実験の仕方、レポートの書き方など、いろいろ知れたので、来年度の研究に活かしたい。

科目名

・主体的に考える能力　　・課題発見、解決能力　　・教科の基礎知識、実験技能　　・探究スキル

（物理、化学）の授業に積極的に参加できたか？

担当者による事業評価

（　〃　　）は有意義だったか？

概　要

身につけさせたい力

（　　〃　　）の基礎的な知識を身につけることができたか？

毎週月、火、木曜日

（　〃　　）によって主体的に考える態度が身についたか？

家庭、保健、倫理の授業で科学的にアプローチする姿勢が身についたか？

（探究学習）に積極的に参加できたか？

（物理、化学）の授業を通して科学に対する興味関心が高まったか？

（教科横断学習に）積極的に参加できたか？

総合科学、課題探究Ⅰ

第２学年で取り組む課題研究に必要な知識、技能を習得するとともに、研究に対する意識を高める。

　調査項目

生徒による事業評価

数学、情報の授業で、探究スキルを身につけられたか？

学校設定科目評価表　（「総合科学」「課題探究Ⅰ」）

１年生理数科（４０名）

目　的

実施日

アンケート調査

対　象

・科学者の倫理観、健康と医療、生活の科学等の強化を枠を超えた探究学習を行う。
・物理、化学を先行的に学習することにより、課題研究に必要な基礎知識、実験技能を習得する。
・物理、化学、生物の探究学習に取り組む。「課題探究Ⅰ」と連動してテーマ設定を行い、「課題探
究Ⅱ」で取り組む課題研究を開始する。

資料２　学校設定科目評価表、事業評価表
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肯定
やや
肯定

やや
否定

否定

① 24 14 0 0
② 13 24 1 0
③ 19 19 0 0
④ 21 16 1 0
⑤ 18 20 0 0
⑥ 31 7 0 0
⑦

課題探究Ⅱ

対　象

積極的に参加できたか。

集計結果
　調査項目

事業名

学校設定科目評価表（「課題探究Ⅱ」）

担当者による事業評価

評価方法

概　要
グループに分かれて課題解決のため調査・実験・考察などを行い、その成果を発表した。
また、１１班のうち３班が韓国の大田科学高校と科学交流を行い、互いの研究成果を英語で
発表し合った。

生徒の課題解決の能力や態度および生徒へのアンケート調査結果をもとに関係教諭で
協議する。

毎週水曜日５，６限目

プレゼンテーションやレポート作成を主体的に創意工夫して行うことが
できたか。

生徒の主体的な研究を通して、自然の事物・現象を探究する方法を習得させ、科学的探究力
を高める。また、研究成果を創意工夫してまとめ、発表することにより、得られた情報を他
の多くの人に共有してもらうための自己表現力を高める。

目　的

来年度に向けての課題

・科学的探究力
・自己表現力

２年理数科（40名） 実施日

課題に応じてうまく探究（調査、実験、評価等）することができたか。

今後もこの行事を実施した方がよいか。

身につけさせたい力

　アンケートの調査から、どの項目においても例年よりさらに肯定的な意見が多かった。これは、今年度は１年時
の「課題探究Ⅰ」で生徒達が大学の先生による課題研究についての講義を受けたことから、課題研究に対する意識
が高まり、例年よりも早めにテーマ設定を行うことができたことによるのではないかと考えられる。また、年2回の
中間報告会では大学の先生の数をしぼり、先生1人あたりにおける相談・助言の時間を十分にとったことについて、
研究を進める上で生徒たちからはとても好評であった。

総評

生徒による事業評価

アンケート調査 （回答数　38）評価方法

自然の事物・現象に対する科学的探究力が増したか。

自己表現力(プレゼンテーション能力やレポート作成能力)が増したか。

今回の行事の改善点や感想を簡潔にまとめよ。

・とても楽しかったが、ポスターやスライドを作るのが大変だった。・大学でも研究がしたいと強く思った。・プレゼン
テーションをもっと上手にできるようにしたい。・自分の力に合わないような難しいことをしたと思ったが、研究を最後
までやったことは良かったと思う。・自分達で選んだテーマを自分達でやっていくことは楽しかった。・4人のチーム
で同じ目的を持って、数か月間も研究できたことがよかった。・部活との両立は大変だったが、自分達で考えて実
験を行えることが楽しかった。・勉強のことを考えながら課題研究を進めていくことは苦しかったが、難しい論文や局
面に当たり成長できた。・2年間くらい研究したかった。・研究の難しさを体感できた。・自分がやりたくない研究だっ
たが、新しい知識を得ることができてよかった。・研究とはこういったものであるということを感じることができた。・たく
さんある情報の中から欲しい情報を見つけることが大変だった。・テーマ設定の大切さがわかった。・研究を進めて
いく上で、グループで協力することが良い研究になる１つだと思った。・結果から考察を深めることと分かりやすくま
とめて文章にすることの難しさを感じた。・社会で役立ちそうな技術をたくさん学べた。・多角的方向から物事を見れ
るようにならなければいけないと思った。・テーマを大まかに決め、実験を計画性なくすすめてしまった。・ある程度
の見通し、仮説を最初から立てるべきだったと思う。・課題探究は協力して行うことが大事なのだとわかった。・自分
でやろうと思った実験、みんなで話し合って決めたことを実行にうつすことができておもしろかった。・もっと納得で
きる研究の結果を出したかった。・発表では原稿を見ずに聴衆の方を見ながら発表できるようにしたかった。・もっと
幅広く調べることが大切だということが分かった。

　アンケートの集計結果①から、全生徒が積極的に参加することができたと思われる。一方、②、③、④より課題
に応じてうまく活動できたと考える生徒、自己表現（プレゼンテーション・レポート作成）を主体的にうまく活動
できたと考える生徒、自らの科学的探究力が向上したと考える生徒の全体に対する割合はぞれぞれが97％、100％、
97％であった。このことから課題研究に積極的に参加しており、生徒の自己評価は昨年よりもさらに高く、充実し
た活動であったと考えている生徒が多かった。
　今年度も1人1冊研究ノートを持たせて、担当教員が定期的にノートのチェックを行った。このことからも研究活
動に積極的に取り組めたのではないかと考えられる。
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ア イ ウ エ

肯定
やや
肯定

やや
否定

否定

① 70 70 4 0
② 42 88 13 1
③ 41 94 8 1
④ 29 95 19 1
⑤ 53 83 8 0

評価方法

・課題の設定をもっと考えたものにすれば良かった。・もっと時間に余裕をもって進めれば良かった。・いろいろな研究
があり、興味の持ち方が違ったので面白かった。・自分で問題、疑問を見つけ、考え、調べ、結果からまた考え、１つの
解に至る学習は、自分にとってとても有意義だった。・表現力を鍛える上で課題研究は良いなと思った。・もっと時間が
あったら、本格的な実験などもやってみたいと思った。授業で決められた実験ではなく、自分たちで気になったものを実
験できて、予想外の結果やなぜそれが起きたかを考えるのが楽しかった。・発表も１年の時よりもまとまったことを言え
た。・私は苦手です。・他のグループの発表をもっと聞きたい。面白い班を選んで、選ばれたグループが集結した発表会
を聞いてみたい。・自分たちでは隙なく実験できたと思うけど、いざまとめてみると、わかっていないことが多かっ
た。・実験で使った物質が実際に何に使われ、応用されているかを知ってとても身近なところで当たり前のように使って
いるものだと知れた。・探究力が大切だとわかりました。・課題研究を通して１つのことを研究することは楽しかったけ
ど、必ずしも正確な答えが見つかることはないことがわかった。・知識を幅広くもつことで探究が深まるなと思った。個
人と協力のどちらも大切だと改めて知った。・普段できない分野の課題に取り組むことができたので楽しかった。・様々
な観点から物事をとらえ、それによる実験も多角的で非常に面白かった。・もっとわかりやすくポスターに書けば良かっ
たと思った。・自分で研究テーマを考えてまとめるのがとても大変なのだということがよくわかった。・もう少し計画的
にやれたら良かった。・１年生のときより自由度とレパートリーが増えて、理系の良いところが出たと思う。気にしたこ
ともないようなことでも、深く調べた班のレポートはとても面白かった。・研究時間がもっと長ければより深い実験がで
きると思った。・勉強していることを研究の一部に活かせて良かった。・適切に課題を設定し、追求するのが難しかっ
た。・失敗しても別の方法を探したりして結果が得られたので良かった。・よく見ているものでも詳しく知らないものが
たくさんあるんだなと思った。・原因や考察が納得のいく班の研究を見習いたいと思った。専門外の人でも分かりやすい
説明を心がけたい。・仲間と協力して楽しく活動できたので良かった。・自分が覚えた知識で身近なものを詳しく知って
いけることが面白かった。

担当者による事業評価

身につけさせたい力

探究力（課題設定力、情報収集力、整理・分析力）がついたか？

表現力やプレゼンテーション能力がついたか？

　2年生普通科の課題研究では、多くの生徒が探究活動に取り組むため、指導する教員数や実験室、実験装置などがかなり
不足している。これらの状況を劇的に改善するのは簡単ではなく、今後も教員に大きな負担がかかることが予想される。こ
のような状況においても、生徒に対する全体講座の内容を充実させたり、より多くの教員が研修する機会を設置するこどに
より、次年度以降の「課題探究」がより効果的な授業となるように工夫を凝らしていきたい。

　質問５項目について、すべて昨年度と同じような結果が得られた。調査項目①の肯定的な回答をした生徒の割合が95％を
超えており、昨年と同様にして生徒は課題研究に対して積極的に参加できたようである。また、調査項目②、③についても
「知識・技能を活用する能力が身についた」、「探究力がついた」と考える生徒の割合がいずれも90％以上であり、本科目
において生徒に身につけさせたい能力の伸張を図る上で効果があったと考えられる。また、授業で学んだ知識の活用経験を
通して、通常の授業の重要性を実感し、学習意識の向上にもつながった。今年度は体育分野の研究も加わり、研究テーマの
幅が広がり、教員の負担軽減にもつながった。開講2年目となって教員も指導に慣れてきたこともあり、スムーズに研究を
進めることができた。

来年度に向けての課題

評価方法

アンケート調査結果及び生徒の活動の観察を元に協議する。

総評

集計結果（総数39）

課題探究

課題研究への取り組みを通して、知識を活用して課題を解決する能力とともに、主体的な学習態度を
養う。また、校内ポスター発表会を通して、表現力を育成する。

生徒による事業評価

科目名

・主体的に考える能力　　・教科の知識を活用する力　　・課題設定力、情報収集力、分析力　　　・表現力

課題研究に積極的に参加できましたか？

課題研究は有意義なものだったか？

毎週１時限

概　要

　調査項目

知識・技能を課題に対して活用する能力が身についたか？

学校設定科目評価表　（「課題探究」）

２年生普通科理系（１６４名）

目　的

実施日

アンケート調査

対　象

・数学活用学習および物理、生物実験講座を受講した後、3～5名のグループで数学または理科（物
理、化学、生物）の課題研究に取り組む。研究成果をポスターセッション形式で発表し、レポートに
まとめる。
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ア イ ウ エ

肯定
やや
肯定

やや
否定

否定

① 68 88 3 1
② 53 94 12 1
③ 54 86 18 2
④ 64 88 7 1
⑤ 64 84 11 1
⑥ 36 86 32 5

評価方法

実験やレポートによく「考えて」取り組むことができたか。

総評

集計結果

授業を通じて、理科に対する理解が深まったか。

　調査項目

　理数科と比較して対象となる生徒数が多いために、実験操作やレポートの書き方についての指導を十分
に行うことが難しかった。また、昨年度の課題であった十分な取り組みを行うための時間が足りていない
ことが、今年度もアンケート結果から明らかになった。次年度は、指導方法を工夫しながら、さらにテー
マを絞るなどして改善を図りたい。また、より多くの効果的な領域融合科目の教材開発に努めたい。

来年度に向けての課題

アンケート調査結果をもとに協議する。

授業を通じて、理科に対する興味・関心が高まったか。

積極的に参加できたか。

レポートや試験に対して十分な取り組みをすることができたか。

大学の先生による特別講義は有意義だったか。

・実験をすることでより理解を深めることができた。1時間以内で実験を終わらせるのが、淡々
とする作業のようになってしんどかった。2時間まとめて2個とかにした方がいいと思う。生徒主
体で考えながら行う点は良かった。・時間が少ないので、2時間連続ですれば良いと思う。普段
できない実験をできて良かった。・もっと実験をしても良いと思う。・もう少し実験内容を理解
してから実験する方がいいと思った。少し実験の時間が足りないと感じることがあった。・資料
でしか見ていなかったものを実際に見られて面白かった。・実験の内容をもっと明瞭に短くす
る。・化学や物理の時授業ではなかなかできない実験の機会が多くなったのが良かった。・大学
の先生の話が難しすぎる。・実験と授業時間があっていないと思うので、もう少しゆとりを持っ
て実験ができたら良かった。・実際にやってみる（実験してみる）ことで、その事象に関する理
解がしやすくなり、有意義だったと思います。・中学から高校まで実践的な実験は少なかったの
で、とても意味のある機会だったと思います。・実験を通して理解が深まったので良かったで
す。・授業で学んだこと（系統分析など）を実験で確認できて良かった。・レポートなどの書き
方を学べて良かった。・もっと実験がしたい。・仕方ないのかもしれないが、時間によって取り
組みがかなり違い、何を目的としているのかわかりにくかったので、もう少し統一した方が良い
と思った。・テーマを自分で決めたい。・特別講義で実際の大学の研究や様子を知ることができ
てとてもいい経験になった。・レポートの用紙は学校側で用意してほしい。・理科の教科と科学
探究を分ける意味が分からない。・実験の説明が少ない。・実験を体験することで身体で覚える
ことができて良かった。授業でやった内容でも、実験することでより理解できた。・レポートを
書くことが初めての体験でこれからこういう場面が増えてくると思うので、しっかりしようと
思った。・実験をするのはいつもの授業と違って面白かった。特別講義は物理と生物のどっちの
選択者も楽しめるもので良かった。・系統分離が楽しい。・自分でもう少し理解しながら実験等
をすれば良かったんだと思う。・もっと理解を深めたい。そのために、2時間続きなど、時間を
もっととってほしい。・実験の日が試験前とかぶるのはやめた方が良いと思いました。

　昨年度と比較すると、全体的に肯定的な回答が増加した。アンケート集計結果①、②、③より、約9割
の生徒が積極的に参加し、授業を通じて理科に対する理解を深めることができたようである。「科学探
究」は、生徒の理解を深めたり、興味・関心を高めたりする上で、有効であったといえる。また、今年度
からスタートした新たな「科学探究」では、数学と物理学、化学と社会科学といった科目融合的な教材を
開発、実践することによって、より現実的な課題の解決のための方法を学ぶことができた。さらに、今年
度も大学教員による特別講義を実施することにより、研究や最先端科学の世界に触れることを通して、進
路選択に対する意識を向上させることができた。

担当者による事業評価

対　象

生徒による事業評価

実験を中心とした取り組みを通じて、理科に対する深い理解の獲得を目指す。発展的な内容にま
で踏み込むことにより、科学的探究力・問題解決力の伸長を図る。

概　要

身につけさせたい力

毎週１時限

評価方法

学校設定科目評価表（「科学探究」）

３年普通科（165名）

目　的

実施日

アンケート調査(回答数158）

事業名

物理・化学・生物分野に関する生徒実験を中心とした授業を展開し、より発展的な理科の内容を
学ぶ。また、生徒の自然科学および社会科学に対する興味関心の向上につながる教科融合・領域
融合型学習のための効果的な教材の開発・実践する。

・科学的探究力　　　・自己表現力

学校設定科目「科学探究」
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肯定
やや
肯定

やや
否定

否定

① 33 6 0 0
② 33 6 0 0
③ 33 6 0 0
④ 20 19 0 0
⑤ 25 13 1 0
⑥ 38 1 0 0
⑦
・生物採集から自分の手で行って、観察することはとても楽しかった。

・物品や生物も充実していて、とてもよかった。

・寝る時間を決めずに観察したかった。・実験をすることで浮かんだ疑問を解決しようとする力がついたと思う。

・ウニの発生がうまく成功してとても楽しかった。

・すべての物事に班で相談し、協力し合って取り組めた点がよかった。

・ウニを採集することが一番難しかった。・ウニの観察を行うことによって物事をより深く考えることができた。

・海洋生物の観察時間がもっと欲しかった。・ウニの発生を生きた状態で観察することができてとても嬉しかった。

・今回の観察を通して、長い時間をかけて観察・実験することがとても根気のいることだということがわかった。

・結果が得られたときの達成感を感じることができてとても有意義だった。

・観察できなかった時期があったので、もっと観察時間の間隔を細かくすればよかった。

・もう少しテキパキと行動できるようにしたくなった。

概　要

身につけさせたい力

・のと海洋ふれあいセンターにて、海洋生物の採集・観察、ウニの人工受精および発生実
験、顕微鏡観察。

・野外にて試料の採集・観察を行うことにより、科学的探究力を高める。
・グループで実験・実習を行うことにより、協調性等の人間力を育成する。

　実物を見て、触れて、じっくりと観察できるので、生物を学ぶよい機会である。今年度も引き続き全員ウェットスーツを着用し
て海洋生物採集を行ったが、ゴーグルを持ってくればよかったという意欲的な声が多数見られた。次年度は全員、ゴーグル
の着用を勧めたい。今年度は全員生物選択だったため、丁寧な事前研修を行うことができたが、次年度地学選択者に対し
て、班内で十分に教え合いができるよう、生物選択者への事前研修を綿密に行えるように計画したい。

・科学的探究力
・人間力（協調性）

積極的に参加できたか。

今回の行事を通して科学的探究力が増したか。

生徒による事業評価

来年度に向けての課題

グループ内で互いに協力し、実験・実習を円滑に行うことができた
か

今回の行事を通して協調性が増したか。

集計結果

１年理数科（39名） 実施日

顕微鏡等を使ってウニの発生の様子を観察できるようになったか。

評価方法

来年度もこの行事を実施した方がよいか。

　調査項目

アンケート調査

7月26日(木)～7月27日(金)

目　的

　生徒に対するアンケート結果からは、昨年以上に肯定的な意見が見られた。今年度はとても気温が高く、熱中
症の心配もあったため、発生の進行具合から考えて、就寝時間を定め、起床時間を30分遅らせた。今年も仲間と
の「協調性」、「実験計画」の大切さを挙げていた。今年度は全員が生物選択で、丁寧な事前研修を行うことが
できたため、②の項目のアが例年よりも高かった。また、もっと観察したかったという声が多数みられた。

事業評価表

担当者による事業評価

評価方法 生徒、担当者のアンケート調査結果、意見をもとに協議する。

今回の行事の改善点や感想を簡潔にまとめよ。

事業名 野外実習（生物）

対　象
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ア イ ウ エ

肯定
やや
肯定

やや
否定

否定

① 25 12 2 0
② 17 18 2 2
③ 25 14 0 0
④ 3 33 1 2
⑤ 37 2 0 0
⑥

評価方法 アンケート調査結果を元に協議する。

関東サイエンスツアー

今回の行事を通して自己表現力（プレゼンテーション能力やレポート作成能
力）が増したか。

　今年度も1泊2日で実施し、1日目の東京大学の見学では４つの研究室、2日目の東京工業大学ではフロンティア材料
研究所と生命理工学院に２グループに分かれて訪問した。それぞれの研究室における見学内容に対する満足度は総じ
て高く、充実したサイエンスツアーとすることができた。また、昨年度「見学時間が短い」、「スケジュールがやや
厳しい」といった内容の意見がいくつか見受けられたことから、本年度は本郷キャンパスのみに変更した。今後も研
究機関や企業との良好な関係を維持しながら、本事業を継続していきたい。

　アンケートの集計結果より、「科学的探究心が増した」と考える生徒は100％、「自己表現力が増した」と考える生
徒は93％と非常に良好な結果となった。ワークシートを用いた詳細な事前学習を行い、各研修場所で目的を持って研
修ができ、質問をたくさんできたために、得るものが大きかったのではないかと考えられる。
　生徒たちは、第一線で活躍する研究者と直接対話し、その研究の場に接することによって、科学に対する興味関心
を深め、学習意欲を高めることができた。各研修場所では、研究者の方々の懇切丁寧な対応のおかげで、生徒の積極
的な取り組みが随所に見られ、充実した内容とすることができた。

来年度に向けての課題

今後もこの行事を実施した方がよいか。

評価方法

総評

事業評価表

担当者による事業評価

9月27日(木)～9月28日(金)

事業名

・科学的探究力
・自己表現力

積極的に参加できたか。

概　要

身につけさせたい力

集計結果
　調査項目

・（東大）大学の研究室についてのイメージが全くない状態で東京大学へ行ったので、整った設備に驚かされた。
また、様々な研究室があったので、自分の興味のある研究のできるところがあるだろうという希望がもてた。
実際に見せていただいた研究内容などはすべて最先端のもので驚いた。また、案内してくださった方は皆さん気さ
くで話しやすく、大学へのイメージが和らいだ。モチベーションを上げるきっかけになるものだった。
・（東大）今とても発展している有機合成化学を知り、学び、自分の知らない知識はもちろんのこと、これから知
るであろうことなども知れた。現在の日本として、環境問題がやはり大きな課題となり、それに向けて考えら
れており、それについても興味関心をもつことができた。
・（東工）ひとつひとつの技術が日本を支えていることがわかった。私は最初、この分野に興味がなかったが話を
聞いて興味深いと思った。
・大学をより身近に感じることができ、これから主体的に取り組めそうであることでとても有意義な時間だった。
私ももっと質問をできたら良かったと思う。また、国立科学博物館もとても楽しかったので、本当に良かった！！

今回の行事の改善点や感想を簡潔にまとめてください。

第一線の研究者・技術者等から直接講義や実習指導を受けることにより、科学技術に関する興
味・関心を高め、学ぶ意欲を育てる。

生徒による事業評価

・国立科学博物館で研修を行う。
・東京大学理学系（素粒子）、情報工学系（電子情報）、理学系（生命理工）、理学系（有機合
成）の研究室を訪問して研修を行う。
・東京工業大学フロンティア材料研究所、生命理工学院の研究室を訪問して研修を行う。

今回の行事を通して科学的探究力は増したか。

対　象 １年理数科（３９名）

目　的

実施日

アンケート調査

大学や研究施設で行われている研究に興味をもち、研究者や技術者に質問で
きたか。
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資料３  石川県ＳＳＨ運営指導委員会の記録 

 

平成３０年度 第１回 SSH 運営指導委員会の記録        平成３０年８月２８日（火）実施 
 参加した運営指導委員 

氏  名 所      属 職  名 
國藤  進 北陸先端科学技術大学院大学 名誉教授 
井村 久則 金沢大学理工研究域物質化学系 教 授 
長尾 誠也 金沢大学環日本海域環境研究センター 教 授 
草野 英二 金沢工業大学バイオ・化学部応用化学科 教 授 
遠藤 貴広 福井大学教育･人文社会系部門 准教授 
中山 賢一 小松マテーレ株式会社 代表取締役 会長 
多保田好浩 小松市立国府小学校 校 長 

 教育委員会参加者 
氏  名 所   属 職  名 

若山  悟 石川県教育委員会事務局 学校指導課 指導主事 
 
主な質問（それに対する回答）・意見（○は運営指導委員の質問・意見、⇒は学校側の説明を示す） 
議題１ 小松高校 SSH の概要について 
○評価をどのように活用するのか。探究力テストの平均値とともにばらつきも大切ではないか？ 
⇒スタートしたばかりなので、一人一人がどう伸びたか、33 項目についてどれが伸びたかを見ている。

例えば、現 3 年生は 2 年次よりも自己対応力、粘りなどが大きく伸びている。標準偏差もこれから計

算していきたい。 
○統計学の先生の力を借りて、標準偏差を算出した方がよい。 
⇒そのあたりを考慮していることが分かるようにしてあると他へのアピールにもなる。 
○ばらつきを載せた方がよい。文章として一文あった方が分析をしっかり行っているという証明になる。 
○授業評価において、「考えさせる授業であるかどうか」という項目では、国語が上昇して理科がなぜ

下がっているのか。本来サイエンスの話としては理科についての値が高いはず。科学的探究心を持っ

ているのかどうかがこの結果からわかるのではないか。個人的にはこの結果は何を反映しているのか

疑問である。 
○理科は深い思考学習を要求されるはず。質問の内容もしくは項目を変えた方がよいのではないか。 
⇒SSH の学校設定科目を抜いて評価させている。また、学習指導要領が変わって理科の教科書が厚くな

り、学習指導要領に則って授業を行うと、教科書を終了させるだけで精一杯である。 
○先生方に余裕がなくなっていることが生徒に伝わっているのかもしれない。 
○エビデンスをどのように扱っていくのか。データを出して、検証するのは良いことだが、データを成

果としてとして示すことには危険性がある。 
○考えさせる授業がうまくいけばいくほどグラフが右肩下がりになることがある。実践研究に関わる仮

説がどのように変わっていくのかを知りたい。 
○普通科の課題研究はレポート、理数科の課題研究は論文を一人一人提出することになっているが、生

徒達が書きっぱなしなのか、教員が精読しているのかどうか。 
⇒理数科は昨年度から 1 人 1 本の論文提出となった。昨年度まではグループで 1 本なので、内容は良い

ものになっていたのではないか。１人１人がどれだけ関わっていたか、どれだけ責任を持っていたか、

研究内容を理解していたかどうかを見たくて 1 人 1 本にした。初めに出してきたもので評価をし、そ

の後、最低限の添削を行い、アドバイスをするのみにとどめている。論文集については班員の中で一

番よく書けていたものを選んだ。他のものは電子データとして残すと生徒に伝えている。 
○大学でも書きっぱなしにならないように何とか指導している。書いた生徒への指導があるとよいので

資料３　石川県ＳＳＨ運営指導委員会の記録
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は。 
○大学の卒業生採用という立場で話をすると、分析力、つまり分析は未来にどう結び付けるのかが大切

で、その力が不足している人が多い。素直に失敗を語れる場を与えると、それが発想力につながるので

はないか。自身の失敗をどうしたかについて語り、それに対して助言を与えると、成長につながるのではない

か。ひらめきと努力が必要だ。 

○セレンディピティは大きな失敗から生まれる。本人が振り返り、克服できる人材を育てることが大切

だ。 
○開発と開発の集合体から良いものが生まれる。 
○「先生が…」や「先生との関係が…」を尋ねるのではなく、生徒自らが、対話的・主体的学びをして

いるかどうかを生徒自身に問いかけることが大事である。 
 
議題２ 科目融合・領域融合型の学習について 
○数学／物理、生物／化学以外の組み合わせは考えなかったのか。環境問題であれば、生物／数学もで

きる。あえて大胆に失敗しそうなコースはどうか。 
⇒自然科学についてこれまで学習してきたことの発展や数学というツールを使って考察するという形

をとっている。 
○これらのコースは来年も固定かどうか。 
⇒数学と他のものをやりたいが、教員の知識が追い付いていない。また、社会問題も取り入れたいが、

これも教員の知識が追い付いていない。勉強しながら実現させたい。 
○かなり準備して実践している。来年度はブラッシュアップを繰り返し、いかに生徒に伝えるかをさら

に検討した方が良い。 
○微分方程式を教える時間がない。 
○評価のルーブリックは数・物・化・生で書き方が違うのではないか。あえて同じルーブリックを使う

べきかどうか。時間と教室の問題で、一斉にできないのかもしれない。 
○地歴などとの融合は？ 
⇒色々な可能性を残しながら・・・、だが、生徒の現状を考えて融合したのが、今年のかたちである。 
○生徒が課題研究をしているので、融合できないところで、あえて融合させてみるのはどうか。社会の

中でどのように貢献できるかを示すとよい。 
⇒高校では自然科学で数学を使って考えるという機会が少ないので、ぜひやってみたいと思って今回行

った。大学の内容を先取りしたという形となる。 
○環境をテーマにできるとよいのではないか。 
○環境問題につながるような融合ができると魅力的だと思う。 
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資料４　各種発表会・学会・コンテストへの参加
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総

合
 

３
位

 

平
成

２
９

年
１

０
月

 
い

し
か

わ
高

校
科

学
グ

ラ
ン

プ
リ
（
「

科
学

の
甲

子
園

」
石

川
県

代
表

選
考

会
）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
理

数
科

４
チ

ー
ム

、
理

数
科

普
通

科
混

合
１

チ
ー

ム
３

８
名

参
加

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

総
合

 
５

位
 

平
成

３
０

年
１

０
月

 
い

し
か

わ
高

校
科

学
グ

ラ
ン

プ
リ
（
「

科
学

の
甲

子
園

」
石

川
県

代
表

選
考

会
）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
理

数
科

５
チ

ー
ム

、
理

数
科

普
通

科
混

合
１

チ
ー

ム
４

８
名

参
加

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

総
合

 
７

位
 

 （
全
国

SS
H
生
徒

研
究
発

表
会
）
 

 
 

平
成
２
４
年
 

８
月
 
 

生
徒

投
票

賞
 
受

賞
 

 
 

平
成
２
５
年
 

８
月
 
 

奨
励

賞
、

生
徒
投

票
賞
 
受

賞
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
色

素
の
吸

い
上
げ

に
着
目
し

て
レ

イ
ン

ボ
ー
植

物
を
作
ろ

う
」
 

 
 

平
成
２
６
年
 

８
月
 
 

科
学

技
術

振
興
機

構
理
事
長

賞
、

生
徒

投
票
賞

 
受
賞
 

 
 

 
 

「
水

滴
の
水

面
衝
突

音
の
解
析

」
 

 （
学
会
等
受
賞
実
績
）
 

 
 

 
＜
国
内
学
会
受
賞
歴
・

国
際

学
会

発
表
歴

＞
 

 
 

 
 
平
成
２
３
年
度
 
日

本
植

物
学

会
 
高

校
生
発
表

会
 

優
秀

研
究
賞

（
ベ
ス
ト

１
０

）
 

 
 

 
 
平
成
２
５
年
度
 
ジ

ュ
ニ

ア
農

芸
化
学

会
 
銅
賞

（
ベ

ス
ト

５
）
 

 
 

 
 
平
成
２
５
年
度
 
工

学
フ

ォ
ー

ラ
ム
２

０
１
３
 

口
頭

発
表

者
に
選

抜
（
ベ
ス

ト
５

）
 

 
 

 
 
平
成
２
５
年
度
 
ﾀ
ﾞ
ｲ
ｺ
ﾝ
ｺ
ﾝ
ｿ
ｰｼ
ｱ
ﾑ
を
発

展
さ
せ
た

鹿
児

島
モ

デ
ル
発

表
会
 
最

優
秀

賞
 

 
 

 
 
平
成
２
６
年
度
 
北

信
越

地
区

自
然
科

学
部
研
究

発
表

会
 

ﾍ
ﾞ
ｽ
ﾄ
ﾌﾟ
ﾚ
ｾ
ﾞ
ﾝ
ﾃｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
賞
 

 
 

 
 
平
成
２
７
年
度
 
世

界
折

り
紙

学
会
（

米
国
ボ
ス

ト
ン

、
共

同
研
究

者
と
し
て

大
学

教
員

が
発
表

）
 

 
 

 
 
平
成
２
７
年
度
 
日

本
植

物
生

理
学
会

高
校
生
生

物
研

究
発

表
会
 

優
秀
賞
（

ベ
ス

ト
１

０
）
 

 
 

 
 
平
成
２
８
年
度
 
第

1
3
回

日
本

物
理
学

会
Jr
.
セ

ッ
シ

ョ
ン

 
奨
励

賞
 

 
 

 
 
平
成
２
９
年
度
 
第

1
4
回

日
本

物
理
学

会
Jr
.
セ

ッ
シ

ョ
ン

 
奨
励

賞
 

  
 

＜
教
員
の
学
会
発
表
＞
 

 
 

 
 
平
成
２
４
年
度
 
日

本
工

学
教

育
学
会

（
大
学
教

員
と

の
共

同
研
究

発
表
）
 

 
 

 
 
平
成
２
５
年
度
 
日

本
工

学
教

育
学
会

（
大
学
教

員
と

の
共

同
研
究

発
表
・
論

文
掲

載
）
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以
下
原
稿
 

印
刷
し
な
い

 

 各
種
科
学
系
コ
ン
ク
ー

ル
参

加
数

 

過
去
の
全
国
大
会
 

 
 

実
施

日
 

参
加

人
数

 
会

場
 

結
果

 

平
成

2
3
年
度
 

物
理
チ
ャ
レ
ン
ジ
 

2
次
チ
ャ
レ

ン
ジ
 

7
/
3
1
～

8
/
3
 

3
 

筑
波

大
学

 
 

実
験

課
題

レ
ポ

ー
ト

優
良

賞
2
名

平
成

2
4
年
度
 

化
学
グ
ラ
ン
プ
リ
 

2
次
選
考
 

8
/
9
～

8
/
1
0
 

1
 

慶
應

義
塾

大
学

 
銅

賞
 

平
成

2
5
年
度
 

物
理
チ
ャ
レ
ン
ジ
 

2
次
チ
ャ
レ

ン
ジ
 

8
/
5
～

8
/
8
 

2
 

筑
波

大
学

 
優

良
賞

1
名

 

平
成

2
7
年
度
 

物
理
チ
ャ
レ
ン
ジ
 

2
次
チ
ャ
レ

ン
ジ
 

8
/
1
9～

8/
2
2

2
 

つ
く

ば
カ

ピ
オ

 
 

 平
成

2
8
年
度
 

参
加
の
べ

２
５

名
 

 
 

実
施

日
 

参
加

人
数

 
会

場
 

結
果

 

数
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
 
予

選
 

1
/
9
 

７
 

勤
労

者
文

化
会

館
 

 
 

物
理
チ
ャ
レ
ン
ジ
 

1
次
チ
ャ
レ

ン
ジ
 

7
/
1
0 

８
 

金
沢

泉
丘

高
校

 
3
名

が
予

選
通

過

化
学
グ
ラ
ン
プ
リ
 

1
次
選
考
 

7
/
1
8
 

５
 

金
沢

大
学

 

生
物
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
 
予
選
 

7
/
1
7
 

５
 

金
沢

大
学

 

地
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
 
予
選
 

1
2
/
1
8
 

０
 

金
沢

大
学

 

（
全
国
）
 

物
理
チ
ャ
レ
ン
ジ
 

2
次
チ
ャ
レ

ン
ジ
 

8
/
1
9～

8/
2
2

３
 

東
京

理
科

大
学

 

 平
成

2
9
年
度
 

参
加
の
べ

３
８

名
 

 
 

実
施

日
 

参
加

人
数

 
会

場
 

結
果

 

数
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
 
予

選
 

1
/
8
 

１
６

 
勤

労
者

文
化

会
館

 
1
名

が
予

選
通

過

物
理
チ
ャ
レ
ン
ジ
 

1
次
チ
ャ
レ

ン
ジ
 

7
/
9
 

５
 

金
沢

泉
丘

高
校

 
 

化
学
グ
ラ
ン
プ
リ
 

1
次
選
考
 

7
/
1
7
 

５
 

金
沢

大
学

 

生
物
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
 
予
選
 

7
/
1
6 

８
 

金
沢

泉
丘

高
校

 

地
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
 
予
選
 

1
2
/
1
7
 

４
 

金
沢

大
学

 

（
全
国
）
 

数
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
 
本

選
 

8
/
1
9～

8/
2
2

１
 

富
山

県
民

会
館

 

 平
成

3
0
年
度
 

参
加
の
べ

４
３

名
 

 
 

実
施

日
 

参
加

人
数

 
会

場
 

結
果

 

数
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
 
予

選
 

1
/
1
4 

１
１

 
勤

労
者

文
化

会
館

 
未

 

物
理
チ
ャ
レ
ン
ジ
 

1
次
チ
ャ
レ

ン
ジ
 

7
/
8
 

９
 

金
沢

泉
丘

高
校

 
1
名

が
予

選
通

過

化
学
グ
ラ
ン
プ
リ
 

1
次
選
考
 

7
/
1
6
 

１
０

 
金

沢
大

学
 

1
名

支
部

奨
励

賞

生
物
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
 
予
選
 

7
/
1
5 

１
３

 
金

沢
泉

丘
高

校
 

（
全
国
）
 

物
理
チ
ャ
レ
ン
ジ
 

2
次
チ
ャ
レ

ン
ジ
 

8
/
1
9～

8/
2
2

１
 

国
立

ｵ
ﾘ
ﾝﾋ

ﾟ
ｯｸ
記

念

青
少

年
総

合
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
 

優
良

賞
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資料５　研究テーマ一覧

 

８
 

リ
ン

ゴ
ジ

ュ
ー

ス
の

分
析

 
リ

ン
ゴ

酸
（

２
価

、
分

子
量

１
３

４
）

 

９
 

谷
口

家
の

梅
干

し
エ

キ
ス

の
分

析
 

ク
エ

ン
酸

（
３

価
、

分
子

量
１

９
２

）
 

１
０

 
カ

ル
ピ

ス
の

分
析

 
乳

酸
（

１
価

、
分

子
量

９
０

）
 

１
１

 
キ

レ
ー

ト
レ

モ
ン

の
分

析
 

ク
エ

ン
酸

（
３

価
、

分
子

量
１

９
２

）
 

１
２

 
フ

ァ
ン

タ
レ

モ
ン

の
分

析
 

炭
酸

（
２

価
、

分
子

量
６

２
）

 

 
 

 
２

H
，

３
H

 
 

 
担

当
：

谷
村

勇
二

 
 

新
保

宏
樹
 

１
 

1
0
0
 
%
オ

レ
ン

ジ
ジ

ュ
ー

ス
の

分
析

 
ク

エ
ン

酸
（

３
価

、
分

子
量

１
９

２
）

 

２
 

リ
ン

ゴ
ジ

ュ
ー

ス
の

分
析

 
リ

ン
ゴ

酸
（

２
価

、
分

子
量

１
３

４
）

 

３
 

ダ
カ

ラ
の

分
析

 
ク

エ
ン

酸
（

３
価

、
分

子
量

１
９

２
）

 

４
 

ブ
ル

ガ
リ

ア
ヨ

ー
グ

ル
ト

の
分

析
 

乳
酸

（
１

価
、

分
子

量
９

０
）

 

５
 

リ
ン

ゴ
ジ

ュ
ー

ス
の

分
析

 
リ

ン
ゴ

酸
（

２
価

、
分

子
量

１
３

４
）

 

６
 

ぶ
ど

う
ジ

ュ
ー

ス
の

分
析

 
ク

エ
ン

酸
（

３
価

、
分

子
量

１
９

２
）

 

７
 

い
ろ

は
す

み
か

ん
の

分
析

 
ク

エ
ン

酸
（

３
価

、
分

子
量

１
９

２
）

 

８
 

リ
ン

ゴ
ジ

ュ
ー

ス
の

分
析

 
リ

ン
ゴ

酸
（

２
価

、
分

子
量

１
３

４
）

 

９
 

オ
レ

ン
ジ

ジ
ュ

ー
ス

の
分

析
 

ク
エ

ン
酸

（
３

価
、

分
子

量
１

９
２

）
 

１
０

 
ア

ミ
ノ

バ
リ

ュ
ー

の
分

析
 

ク
エ

ン
酸

（
３

価
、

分
子

量
１

９
２

）
 

１
１

 
ポ

カ
リ

ス
エ

ッ
ト

の
分

析
 

ア
ス

コ
ル

ビ
ン

酸
(
１

価
、

分
子

量
１

７
６

)
 

１
２

 
伊

藤
園

お
茶

の
分

析
 

ア
ス

コ
ル

ビ
ン

酸
(
１

価
、

分
子

量
１

７
６

)
 

 
 

 
５

H
，

６
H

 
 

担
当

：
谷

村
勇

二
 

濱
本

信
一

 

１
 

カ
ル

ピ
ス

ウ
オ

ー
タ

ー
の

分
析

 
乳

酸
（

１
価

、
分

子
量

９
０

）
 

２
 

リ
ン

ゴ
ジ

ュ
ー

ス
の

分
析

 
リ

ン
ゴ

酸
（

２
価

、
分

子
量

１
３

４
）

 

３
 

ポ
ッ

カ
レ

モ
ン

の
分

析
 

ク
エ

ン
酸

（
３

価
、

分
子

量
１

９
２

）
 

４
 

グ
レ

ー
プ

フ
ル

ー
ツ

の
分

析
 

ク
エ

ン
酸

（
３

価
、

分
子

量
１

９
２

）
 

５
 

炭
酸

水
の

分
析

 
炭

酸
（

２
価

、
分

子
量

６
２

）
 

６
 

ポ
ッ

カ
レ

モ
ン

の
分

析
 

ク
エ

ン
酸

（
３

価
、

分
子

量
１

９
２

）
 

７
 

黒
酢

の
分

析
 

酢
酸

（
１

価
、

分
子

量
６

０
）

 

８
 

ポ
ッ

カ
レ

モ
ン

の
分

析
 

ク
エ

ン
酸

（
３

価
、

分
子

量
１

９
２

）
 

９
 

ア
セ

ロ
ラ

の
分

析
 

葉
酸

（
２

価
、

分
子

量
４

４
１

）
 

１
０

 
ポ

ッ
カ

レ
モ

ン
の

分
析

 
ク

エ
ン

酸
（

３
価

、
分

子
量

１
９

２
）

 

 
 

 
７

H
 

 
 
担

当
：

石
川

雄
也

 

１
 

ポ
カ

リ
ス

エ
ッ

ト
の

分
析

 
ク

エ
ン

酸
（

３
価

、
分

子
量

１
９

２
）

 

２
 

モ
ン

ス
タ

ー
エ

ナ
ジ

ー
の

分
析

 
ク

エ
ン

酸
（

３
価

、
分

子
量

１
９

２
）

 

３
 

午
後

の
紅

茶
の

分
析

 
ア

ス
コ

ル
ビ

ン
酸

(
1
価

、
分

子
量

１
７

６
)
 

４
 

な
っ

ち
ゃ

ん
の

分
析

 
ク

エ
ン

酸
（

３
価

、
分

子
量

１
９

２
）

 

５
 

な
っ

ち
ゃ

ん
の

分
析

 
ク

エ
ン

酸
（

３
価

、
分

子
量

１
９

２
）

 

６
 

デ
カ

ビ
タ

の
分

析
 

炭
酸

（
２

価
、

分
子

量
６

２
）

 

 
 

 
教

科
名

：
「

自
然

と
科

学
」

 
科

目
名

：
「

課
題

探
究

Ⅱ
」

 

 
 

 
第

２
学

年
理

数
科

・
２

単
位

 

班
 

研
究

テ
ー

マ
 

担
当

（
教

科
）

 
１

 
証

明
の

意
義

と
公

理
系

か
ら

眺
め

る
数

学
 

塩
屋

 
千

学
（

数
学

）
、

松
原

 
郁

男
（

英
語

）
 

２
 

チ
ェ

ッ
ク

柄
の

印
象

の
移

り
変

わ
り

 
中

谷
 

宗
雅

（
数

学
）
、

宮
村

 
景

子
（

英
語

）
 

３
 

バ
ッ

ト
の

振
動

と
芯

の
位

置
に

つ
い

て
 

木
村

 
光

一
郎

（
数

学
）
、

宮
村

 
景

子
（

英
語

）

４
 

ラ
イ

デ
ン

フ
ロ

ス
ト

効
果

の
解

析
と

そ
の

応
用

塩
田

 
高

基
（

理
科

）
、

西
 

佳
織

（
英

語
）

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
教

科
名

：
「

自
然

と
科

学
」

 
科

目
名

：
「

探
究

基
礎

」
 

 
 

 
第

１
学

年
普

通
科

・
１

単
位

 

＜
基

礎
課

題
研

究
＞

 

 
 

 
１

H
～

４
H
 

班
 

分
野

 
研

究
テ

ー
マ

 
研

究
内

容
 

担
当

教
員

 

1
 

国 語
 

色
彩

語
に

込

め
た

意
味

 

短
編

小
説

に
見

ら
れ

る
色

彩
表

現
か

ら
、

作
者

が
色

に
込

め
た

意

味
（

メ
ッ

セ
ー

ジ
）

を
考

察
す

る
。

原
則

無
駄

な
表

現
が

な
い

芥

川
龍

之
介

の
短

編
作

品
を

複
数

読
み

、
デ

ー
タ

を
取

っ
て

考
察

す

る
。

 

松
本

 
一

美

2
 

国 語
 

「
す

る
」
は

い

つ
か

ら
！

？
 

サ
変

動
詞

「
す

」
が

い
つ

か
ら

「
す

る
」

に
な

っ
た

の
か

、
具

体

的
に

古
典

作
品

を
参

照
し

て
デ

ー
タ

を
取

り
な

が
ら

考
察

す
る

。
 

清
水

 
英

子

3
 

公 民
 

昔
話

裁
判

 

昔
話

っ
て

、
多

く
は

殺
人

、
強

盗
、

詐
欺

な
ど

刑
事

事
件

の
オ

ン

パ
レ

ー
ド

で
す

よ
ね

。
そ

こ
で

、
い

く
つ

か
の

昔
話

に
つ

い
て

、

事
件

の
争

点
は

何
か

、
被

告
人

は
な

ぜ
罪

を
犯

し
た

の
か

、
証

拠

は
信

用
に

足
る

の
か

、
ど

れ
ぐ

ら
い

の
量

刑
が

妥
当

な
の

か
に

つ

い
て

、
法

と
証

拠
に

基
づ

い
て

議
論

し
、

そ
し

て
判

決
を

下
す

。
 

坂
谷

 
和

哉

4
 

英 語
 

T
h
e
 
B
e
a
t
l
e
s

の
魅

力
に

迫

る
 

か
つ

て
世

界
中

の
フ

ァ
ン

を
虜

に
し

た
伝

説
バ

ン
ド

は
、

果
た

し

て
今

の
高

校
生

に
は

ど
の

よ
う

に
受

け
取

ら
れ

る
だ

ろ
う

か
。

そ

の
結

成
か

ら
解

散
ま

で
の

歴
史

を
英

語
で

読
む

こ
と

か
ら

始
め

、

紡
ぎ

だ
さ

れ
て

き
た

詩
の

数
々

に
触

れ
つ

つ
、

考
察

す
る

。
 

中
嶋

 
茂

樹

５
H

～
７

H
 

 
 

 
 

分
野

 
研

究
テ

ー
マ

 
研

究
内

容
 

担
当

教
員

 

5
 

国 語
 

「
徒

然
草

」
に

学
ぶ

 

１
学

期
に

学
習

し
た

「
徒

然
草

」
に

は
「

初
心

の
人

、
二

つ
の

矢

を
持

つ
こ

と
な

か
れ

」
な

ど
名

言
も

多
い

。
「

学
問

」
「

友
人

」

「
恋

愛
」

・
・

・
な

ど
の

テ
ー

マ
で

「
徒

然
草

」
か

ら
現

代
の

高

校
生

に
も

通
じ

る
教

訓
に

つ
い

て
考

察
す

る
。

 

吉
村

 
恭

子

6
 

体 育
 

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

の
歴

史
 

２
０

２
０

年
に

は
東

京
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
が

開
催

さ
れ

ま
す

。
現

代

の
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
は

近
代

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

と
呼

ば
れ

る
よ

う
に

、

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

に
は

長
い

歴
史

が
あ

る
。

そ
の

歴
史

を
た

ど
る

中

で
、

時
代

と
文

化
の

変
化

と
と

も
に

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

に
は

ど
の

よ

う
な

意
義

が
あ

る
の

か
考

察
す

る
。

 

山
田

 
 

潤

7
 

英 語
 

４
技

能
を

高
め

る
英

語
学

習
方

法
と

そ
の

効
果

 

英
語

４
技

能
（

読
む

、
聴

く
、

書
く

、
話

す
）

を
高

め
る

た
め

に

有
効

な
学

習
方

法
の

う
ち

、
音

読
、

シ
ャ

ド
ー

イ
ン

グ
、

デ
ィ

ク

テ
ー

シ
ョ

ン
、

発
音

、
瞬

間
英

作
文

の
５

つ
の

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

に

注
目

し
、

正
し

い
取

り
組

み
方

と
そ

の
効

果
を

探
る

。
 

 
旭

 
 

有
香

8
 

英 語
 

魅
力

的
な

S
p
e
e
c
h
を

す

る
た

め
に

 

歴
代

ア
メ

リ
カ

大
統

領
の

ス
ピ

ー
チ

や
映

画
や

T
E
D
の

中
の

ス
ピ

ー
チ

を
参

考
に

、
人

々
の

心
を

動
か

し
、
記

憶
に

残
る

S
p
e
e
c
h
を

す
る

た
め

の
、
技

能
や

思
考

を
学

び
、
自

分
の

考
え

を
発

信
す

る
。
 

福
岡

 
輝

樹

＜
実

験
講

座
（

化
学

）
＞

 

 
 

 
１

H
，

４
H

 
 

 
担

当
：

石
川

雄
也
 

班
 

研
究

テ
ー

マ
 

試
料

中
に

含
ま

れ
る

主
な

酸
 

１
 

カ
ル

ピ
ス

の
分

析
 

乳
酸

（
１

価
、

分
子

量
９

０
）

 

２
 

飲
む

ヨ
ー

グ
ル

ト
の

分
析

 
乳

酸
（

１
価

、
分

子
量

９
０

）
 

３
 

焼
肉

の
タ

レ
の

分
析

 
葉

酸
（

２
価

、
分

子
量

４
４

１
）

 

４
 

カ
ル

ピ
ス

の
分

析
 

乳
酸

（
１

価
、

分
子

量
９

０
）

 

５
 

な
っ

ち
ゃ

ん
の

分
析

 
ク

エ
ン

酸
（

３
価

、
分

子
量

１
９

２
）

 

６
 

マ
ミ

ー
の

分
析

 
乳

酸
（

１
価

、
分

子
量

９
０

）
 

７
 

ね
る

ね
る

ね
る

ね
の

分
析

 
ク

エ
ン

酸
（

３
価

、
分

子
量

１
９

２
）
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２
４

５
体

２
 

ウ
ォ

ー
ム

ア
ッ

プ
が

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
に

及
ぼ

す
影

響
に

つ
い

て
の

考
察

 
吉

田
 

卓
也

 

 
 

 
研

究
テ

ー
マ

一
覧

（
文

系
）

 

分
野

・
ク

ラ
ス

・
班

研
究

テ
ー

マ
 

担
当

者
 

２
２

英
１

 
英

語
の

L
o
v
e
 
s
o
n
g
 
か

ら
分

る
海

外
の

恋
愛

感
 

松
原

 
郁

男
 

 
２

２
英

２
 

映
画

翻
訳

と
直

訳
の

違
い

 

２
２

英
３

 
h
o
w
 
t
o
 
u
s
e
 
I
n
s
t
a
g
r
a
m
 
i
n
 
A
m
e
r
i
c
a
?
 

２
２

国
１

 
石

川
県

で
多

い
名

字
 

北
川

 
梨

絵
 

 
２

２
国

２
 

方
言

～
地

域
ご

と
の

傾
向

と
背

景
～

 

２
２

地
歴

１
 

伊
藤

博
文

を
暗

殺
し

た
の

は
本

当
に

安
重

根
で

あ
る

か
。

 

ま
た

な
ぜ

殺
そ

う
と

し
た

の
か

 

西
村

 
 

翼
 

２
２

地
歴

２
 

ど
う

や
っ

た
ら

外
国

人
観

光
客

が
増

え
る

の
か

 

２
２

地
歴

３
 

デ
ィ

ズ
ニ

ー
ラ

ン
ド

・
シ

ー
、

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

か
ら

考
え

る
新

し

い
テ

ー
マ

パ
ー

ク
 

２
３

英
１

 
日

本
と

ア
メ

リ
カ

の
Ｃ

Ｍ
の

違
い

 
垣

内
 

圭
子

 
２

３
４

英
２

 
日

本
と

ア
メ

リ
カ

の
学

校
生

活
の

違
い

 

２
３

英
３

 
英

語
の

方
言

に
よ

る
国

の
性

格
の

違
い

 

２
３

４
国

１
 

百
人

一
首

の
恋

の
歌

か
ら

、
昔

と
現

代
の

人
の

恋
愛

感
の

違
い

を

読
み

解
く

 

髙
田

 
 

優
 

２
３

国
２

 
子

供
に

聞
か

せ
る

グ
リ

ム
童

話
は

真
（

原
作

）
で

あ
る

べ
き

か
、

偽
（

変
え

ら
れ

た
も

の
）

で
あ

る
べ

き
か

 

２
３

４
国

３
 

言
語

の
比

較
 

２
３

４
地

歴
１

 
こ

れ
か

ら
も

金
沢

へ
の

観
光

客
は

増
え

続
け

る
の

か
 

中
野

真
深

子
 

２
３

４
地

歴
２

 
東

日
本

と
西

日
本

の
境

は
ど

こ
か

 

２
３

４
地

歴
３

 
世

界
経

済
 

２
３

４
保

体
１

 
身

体
の

柔
軟

性
が

運
動

に
影

響
す

る
か

 
山

田
 

 
潤

 
２

３
４

保
体

２
 

聴
こ

え
て

く
る

も
の

が
運

動
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

に
与

え
る

影
響

 

 

 
 

 
教

科
名

：
「

人
文

科
学

」
 

科
目

名
：

「
人

文
科

学
課

題
研

究
Ⅰ

」
 

 
 

 
第

２
学

年
普

通
科

人
文

科
学

コ
ー

ス
・

２
単

位
 

班
 

研
究

テ
ー

マ
 

担
当

（
教

科
）

 

１
 

私
た

ち
は

「
敬

」
か

ら
逃

れ
ら

れ
な

い
！

？
 

長
谷

川
 

励
（

国
語

）
 

２
 

運
動

す
る

と
記

憶
に

効
果

は
現

れ
る

か
 

北
川

 
梨

絵
（

国
語

）
 

３
 

北
方

領
土

返
還

に
つ

い
て

 
西

村
 

 
翼

（
地

歴
公

民
）

 

４
 

こ
れ

か
ら

来
る

の
は

○
○

世
代

！
？

 
菅

村
 

吉
晃

（
地

歴
公

民
）

 

５
 

都
市

を
発

展
さ

せ
る

た
め

に
（

小
松

市
の

発
展

）
 

喜
作

 
 

仁
（

地
歴

公
民

）
 

６
 

人
の

心
の

つ
か

み
方

 
～

歴
代

ア
メ

リ
カ

大
統

領
就

任
演

説
に

見
る

～
 

松
原

 
郁

男
（

英
語

）
 

７
 

日
本

に
Ｉ

Ｒ
は

必
要

か
否

か
 

宮
城

島
 

優
（

英
語

）
 

８
 

“F
or

m
ul

a 
fo

r 
a 

G
re

at
 H

it”
 --

-T
he

 fi
nd

in
gs

 fr
om

 
co

m
pa

ri
ng

 fa
ir

y 
ta

le
s 

w
ith

 a
ni

m
at

ed
 m

ov
ie

s-
-- 

西
 

 
佳

織
（

英
語

）
 

  

 

５
 

糸
電

話
の

共
鳴

振
動

数
に

影
響

を
お

よ
ぼ

す
要

因
に

つ
い

て
 

木
村

 
光

一
郎

（
理

科
）
、

松
原

 
郁

男
（

英
語

）

６
 

金
属

イ
オ

ン
と

ア
リ

ザ
リ

ン
S
 

小
住

 
史

朗
（

理
科

）
、

宮
村

 
景

子
（

英
語

）
 

７
 

ル
ミ

ノ
ー

ル
反

応
に

よ
る

発
光

の
効

率
 

石
川

 
雄

也
（

理
科

）
、

小
坂

 
敦

子
（

英
語

）
 

８
 

ア
ボ

カ
ド

が
生

物
に

与
え

る
効

果
の

検
証

 
政

浦
 

嘉
恵

（
理

科
）
、

松
原

 
郁

男
（

英
語

）
 

９
 

ゴ
キ

ブ
リ

の
嗜

好
性

に
よ

る
学

習
効

果
の

測
定

政
浦

 
嘉

恵
（

理
科

）
、

西
 

佳
織

（
英

語
）

 

1
0
 

金
属

イ
オ

ン
に

よ
る

ゾ
ウ

リ
ム

シ
の

操
作

 
東

野
 

真
之

（
理

科
）
、

小
坂

 
敦

子
（

英
語

）
 

1
1
 

偏
西

風
波

動
の

3
次

元
的

解
析

 
安

田
 

誠
二

（
理

科
）
、

小
坂

 
敦

子
（

英
語

）
 

 
 

 
教

科
名

：
「

自
然

と
科

学
」

 
科

目
名

：
「

課
題

探
究

」
 

 
 

 
第

２
学

年
普

通
科

（
理

系
）

・
１

単
位

 

Ｈ
・

分
野

・
班

 
研

究
テ

ー
マ

 
担

当
者

 

２
４

数
１

 
ボ

ロ
ノ

イ
図

 
古

澤
 

元
廣

 
２

５
数

１
 

ハ
ノ

イ
の

塔
の

本
数

を
増

や
す

と
移

動
の

最
小

回
数

は
ど

う
な

る

か
？

 
高

田
 

宏
規

 

２
６

数
１

 
カ

プ
レ

カ
数

 
中

谷
 

宗
雅

 
２

７
数

１
 

ド
ミ

ソ
と

数
学

～
音

階
と

数
学

の
関

係
～

 
塩

屋
 

千
学

 
２

４
物

１
 

障
害

物
に

よ
る

音
の

遮
蔽

効
果

 
木

村
光

一
郎

 
２

４
物

２
 

鉛
筆

の
芯

の
硬

度
に

よ
る

電
気

抵
抗

の
違

い
 

２
４

物
３

 
最

小
偏

角
法

を
用

い
た

溶
液

の
屈

折
率

の
測

定
 

２
５

物
１

 
音

の
拡

張
 

塩
田

 
高

基
 

２
５

物
２

 
射

的
の

研
究

 
２

５
物

３
 

空
気

圧
と

ボ
ー

ル
の

弾
み

方
 

２
６

物
１

 
ク

レ
ー

タ
ー

の
形

成
 

北
 

 
浩

也
 

２
６

物
２

 
ダ

イ
ラ

タ
ン

シ
ー

 
２

６
物

３
 

積
み

上
げ

た
ボ

ー
ル

の
弾

み
方

 
２

７
物

１
 

パ
イ

プ
中

を
伝

わ
る

音
速

と
開

口
端

補
正

の
測

定
 

木
村

光
一

郎
 

２
７

物
２

 
霧

箱
を

用
い

た
R
n
の

半
減

期
の

測
定

 

２
７

物
３

 
ボ

ー
ル

が
床

に
衝

突
す

る
と

き
の

衝
撃

に
つ

い
て

 
２

４
化

１
 

オ
レ

ン
ジ

ジ
ュ

ー
ス

の
凝

固
点

測
定

 
新

保
 

宏
樹

 
２

４
化

２
 

炎
色

反
応

の
原

理
及

び
レ

イ
ン

ボ
ー

キ
ャ

ン
ド

ル
の

作
成

 
２

５
化

１
 

二
段

階
中

和
滴

定
の

研
究

 
土

屋
 

浩
一

 
２

５
化

２
 

デ
ン

プ
ン

電
池

の
研

究
 

２
５

化
３

 
音

と
再

結
晶

の
研

究
 

２
６

化
１

 
銅

ア
ン

モ
ニ

ア
レ

ー
ヨ

ン
の

合
成

 
小

住
 

史
朗

 
２

６
化

２
 

凝
固

点
降

下
と

分
子

量
 

２
６

化
３

 
合

成
樹

脂
の

合
成

と
そ

の
性

質
 

２
７

化
１

 
酸

化
還

元
反

応
～

こ
ん

な
は

ず
じ

ゃ
な

か
っ

た
！

！
～

 
濱

本
 

信
一

 
２

７
化

２
 

酸
化

還
元

反
応

～
実

験
室

の
薬

品
の

濃
度

標
記

を
疑

え
！

！
～

 
２

７
化

３
 

酸
化

還
元

反
応

～
失

敗
の

歴
史

か
ら

学
ぶ

～
 

２
６

７
生

１

 
 

ゾ
ウ

リ
ム

シ
の

運
動

に
対

す
る

調
味

料
の

影
響

 
東

野
 

真
之

 

２
６

７
生

２
 

筋
収

縮
に

対
す

る
種

々
の

物
質

の
影

響
 

２
６

７
生

３
 

コ
ウ

ジ
カ

ビ
に

対
す

る
調

味
料

の
作

用
 

２
４

５
体

１
 

J
U
M
P
 

～
高

く
跳

ぶ
方

法
～

 
吉

田
 

卓
也
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